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特 

集

　こ
れ
ぞ
直
販
力
！！

魅
力
い
っ
ぱ
い 
晴
れ
ば
れ
直
行
便

2022

vo l .24
4

ミネストローネ
[ 材 料／ 4人分 ]

[つくりかた ]
1. トマトに十字の切れ目を入れて湯むきし、ざく切りにする。　
※皮が気にならなければ、湯むきしなくてもよい。

2. タマネギ・ニンジンを1.5㎝角に切る。シメジは石づきを落
とし、ほぐす。
3. 鍋でオリーブオイルを熱し、②とベーコンを入れて炒め、具材
がしんなりしてきたらバターを入れる。　　　　　　　　　
※バターがコクとまろやかさを生み出すポイント。

4. ③に①を加えてさらに炒め、水を入れて強火で煮込む。
5. コンソメ・ケチャップ、さらにバターをお好みで入れて、野菜
が柔らかくなるまで煮込む。

6. 最後に塩コショウで味をととのえて、粉末バジルをかけ完成。

■トマト…………………2個
■タマネギ……………1個
■ニンジン…………1/3本
■シメジ………………適量
■ベーコン（ウインナーなど）
　………………お好みで

■コンソメ………………2個
■ケチャップ…………大さじ1
■バター………………適量
■塩コショウ……………適量
■オリーブオイル………適量
■水……………………80㎖
■粉末バジル………お好みで

トマトピザ
[ 材 料／ 3枚分 ]

[つくりかた ]
1. ボウルに粉類と塩を入れて混ぜ、中央をくぼませてオリーブ
オイル・牛乳を加えよく混ぜる。まとまったら2分ほどこね、ラッ
プに包んで冷蔵庫で30分ねかせる。

2. ①の生地を3等分し、強力粉（分量外）を振った台の上で薄
くのばす。　※薄くのばすと、サクッとした歯ごたえになる。
3. フライパンを中火で熱し、油をひかずに生地を置き、焼き色
が付いたら返す。トマトソースを塗り、スライスしたフルーツト
マト・モッツァレラチーズを散らす。蓋をして火を弱め、モッツァ
レラチーズが溶けたら、塩コショウとオリーブオイルを回しか
けて完成。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※フッ素樹脂加工のフライパンを使ってください。それ以外のフライパン
　を使う場合は、油をひいてください。

■薄力粉……………100ｇ
■強力粉……………50ｇ
■塩……………小さじ2/3
■オリーブオイル…大さじ2
■牛乳………………75㎖

トッピング（ハムやチーズなど
お好みで）
□フルーツトマト………適量
□モッツァレラチーズ……適量
□トマトソース（またはピザソース）
　………………………適量
□仕上げ用オリーブオイル…小さじ1
□塩コショウ……………適量

晴
れ
び
と
！



Contents
2022 vol.24
4月号

ソ
ラ
サ
ン
ぽ

晴
れ
ば
れ
特
産
品

晴
れ
び
と
！

特
集

直
売
所
名
物
を
食
べ
よ
う

家
庭
菜
園

晴
れ
ば
れ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

農
業
に
エ
ー
ル 

地
域
を
元
気
に
！

未
来
を
拓
く
協
同
組
合
／
あ
ぜ
み
ち
川
柳

J
A
か
ら
の
お
知
ら
せ
／
フ
レ
ッ
シ
ュ
通
信

い
ち
ば
な
し
／
く
ら
し
の
お
得
情
報

役
員
の
部
屋

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
／
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

笑
味
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ

苫
田
郡
鏡
野
町

鏡
野
町
水
耕
部
会

部
会
長

　井
上 

雅
之
さ
ん

　

こ
れ
ぞ
直
販
力
！！

魅
力
い
っ
ぱ
い 

晴
れ
ば
れ
直
行
便

推
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つ
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第
12
回「
ア
グ
リ
び
ぜ
ん
」／
備
前
市

・「
作
州
黒
®

大
豆
」の
パ
ン
発
売

・
県
内
唯
一
の
温
室
モ
モ
で
授
粉

・
地
域
貢
献
活
動
の
紹
介

　
　
　
　
　ほ
か

ゴ
ボ
ウ

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ

ト
マ
ト
ピ
ザ

「
ト
マ
ト
」

鏡
野
町
水
耕
部
会

245610121418202224

田園の中でひときわ目をひく水耕トマト栽培のガラス温室（中央）

と
ま
た
ぐ
ん

か
が
み
の
ち
ょ
う

田
郡
鏡
野
町
は
、
県
内
三
大
河
川
の

一
つ
吉
井
川
の
上
流
域
に
あ
り
、
鏡

野
・
奥
津
・
上
齋
原
・
富
の
４
つ
の
地
区
か
ら

な
り
ま
す
。
１
０
０
０
㍍
を
超
す
山
々
か
ら

な
る
中
国
山
地
か
ら
雪
解
け
水
が
注
ぎ
、
苫

田
ダ
ム
を
介
し
て
標
高
１
０
０
〜
２
０
０
㍍

の
田
園
に
潤
い
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
夏
に
は
、
冷
涼
な
気
候
を
い
か
し
た
花
き

（
リ
ン
ド
ウ
・ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
）や
、
昼
夜

の
寒
暖
差
で
育
む
良
質
な
米
、
水
田
転
作
に

よ
る
野
菜（
ト
マ
ト
・ナ
ス・ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
）、

果
樹（
ブ
ド
ウ
・モ
モ
）の
生
産
が
盛
ん
で
す
。

牡
蠣
殻
を
肥
料
に
使
う「
里
海
米
」、
県
内

で
も
数
少
な
い
水
耕
ト
マ
ト
栽
培
な
ど
持
続

可
能
な
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
町
の
中
心
部
に
は
Ｊ
Ａ
大
型
生
産
資
材

店「
Ｊ
Ａ‒

Ｃ
Ａ
Ｔ
鏡
野
店
」を
併
設
し
た
鏡

野
支
店
や
津
山
西
部
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
を
構

え
、
営
農
と
暮
ら
し
の
拠
点
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
北
上
す
る
と
奥
津

温
泉
を
は
じ
め
、
ス
キ
ー
場
や
キ
ャ
ン
プ
場

な
ど
の
観
光
資
源
が
整
い
、
美
し
い
自
然
を

体
験
で
き
る
農
業
と
観
光
が
融
合
す
る
町

で
す
。 苫

苫田郡鏡野町

表
紙
を
空
か
ら
望
む

―
苫
田
郡
鏡
野
町

森
と
水
と
大
地
が
お
り
な
す

吉
井
川
せ
せ
ら
ぎ
の
田
園

ジ
ェ
イ
エ
イ
キ
ャ
ッ
ト

ソ
ラ
サ
ン
ぽ

空

散

歩
©ソラとサン

肥料・野菜・種苗・農具などを
そろえ、年中無休で農業生産や
家庭菜園をお手伝い！！

最寄りのJA店舗
「JA‒CAT鏡野店」

2HAREBARE
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Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
鏡
野
町
水

耕
部
会
は
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）な
ど
先
端
技
術
を
活
用

し
、
ト
マ
ト
で
10
㌃
あ
た
り
25
㌧
取

り
に
挑
戦
し
ま
す
。
２
代
目
の
後
継

者
４
人
が
先
代
の
整
え
た
生
産
団

地「
岡
水
園
」を
継
承
し
、
高
度
環

境
制
御
施
設
を
導
入
。
ほ
ぼ
通
年

の
長
期
出
荷
体
制
を
実
現
し
ま
し

た
。
今
後
は
一
般
的
な
露
地
栽
培

の
2
倍
超
の
収
量
を
目
指
し
ま
す
。

　「
岡
水
園
」は
町
や
Ｊ
Ａ
な
ど
の

協
力
を
受
け
、１
９
７
９
年
に
設
立
。

水
耕
栽
培
で
ト
マ
ト
の
品
質
・
収

量
を
高
め
る
環
境
や
技
術
を
確
立

し
ま
し
た
。
今
は
合
計
2.6
㌶
で
大

玉
・
中
玉
・
ミ
ニ
・
フ
ル
ー
ツ
ト
マ

ト
を
作
り
ま
す
。

　
世
代
交
代
後
は
、
ジ
ュ
レ
の
商

品
開
発
や
省
エ
ネ
対
策
・
Ｇ
Ａ
Ｐ

（
農
業
生
産
工
程
管
理
）に
取
り
組

む
な
ど
、
持
続
可
能
な
生
産
基
盤

の
確
立
を
進
め
ま
す
。
生
物
農
薬

も
取
り
入
れ
ま
す
。

　
高
度
環
境
制
御
で
は
、
日
照
量

や
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）濃
度
・
温

湿
度
・
養
水
分
な
ど
を
最
適
な
環

境
に
整
え
、
長
期
出
荷
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
力
を
入
れ
る
の
が
、

光
合
成
を
最
大
限
高
め
る
た
め
の

環
境
の
調
整
で
す
。Ｃ
Ｏ
２
を
補
充

し
、
ト
マ
ト
本
来
の
生
産
能
力
を

引
き
出
し
ま
す
。
導
入
５
年
目
の

今
シ
ー
ズ
ン
も
秋
か
ら
計
画
的
に
収

穫
。
関
西
や
地
元
市
場
な
ど
へ
合

計
２
８
０
㌧
を
出
荷
し
、
１
億
９

千
万
円
の
販
売
を
見
込
み
ま
す
。

春
先
の
ト
マ
ト
は
冬
を
乗
り
越
え

じ
っ
く
り
育
ち
、
一
番
お
い
し
い
時

期
を
迎
え
ま
す
。
津
山
地
区
の
Ｊ

Ａ
直
売
所
で
は
、
い
つ
で
も
地
元
の

お
い
し
い
ト
マ
ト
を
買
え
る
と
好
評

で
す
。

　
井
上
雅
之
部
会
長
は「
機
器
を

十
分
に
使
い
こ
な
せ
る
知
識
や
技

量
を
高
め
て
収
量
ア
ッ
プ
と
販
路

拡
大
に
努
め
、
燃
油
高
騰
の
危
機

を
乗
り
切
り
た
い
」と
切
望
し
ま
す
。

か
ら
受
け
継
い
だ
農
業
に
感
謝
し

て
い
る
」。Ｊ
Ａ
の
鏡
野
町
水
耕
部

会
の
井
上
雅
之
部
会
長
は
、
水
耕
ト
マ
ト

栽
培
の
先
駆
け
で
あ
る
父
親
に
経
営
面
で

追
い
つ
こ
う
と
熱
意
を
注
ぎ
ま
す
。
生
産

団
地
を
ゼ
ロ
か
ら
整
備
し
、
売
上
１
億
円

と
い
う
収
益
性
の
高
い
農
業
を
確
立
し
た

偉
業
を
敬
い
ま
す
。

　
幼
い
頃
か
ら
父
親
の
背
中
を
見
て
育
ち
、

将
来
は
農
業
を
し
た
い
と
の
思
い
が
頭
の

片
隅
に
あ
り
ま
し
た
。
一
度
は
大
阪
の
花

販
売
会
社
に
勤
め
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
経

験
を
積
ん
で
Ｕ
タ
ー
ン
。
自
分
の
思
う
ま

ま
に
ふ
る
ま
え
る
農
業
が
魅
力
に
映
る
一

方
、「
そ
ん
な
に
甘
く
は
な
い
。
や
る
と
決

め
た
か
ら
に
は
な
ん
と
し
て
も
や
る
」と
決

意
。
親
元
で
就
農
し
た
数
年
後
に
、
経
営

感
覚
を
十
分
に
磨
く
間
も
な
く
父
親
が
他

界
し
、
農
園
の
か
じ
取
り
を
す
べ
て
自
分

が
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
に
原
動
力
に
な
っ
た
の
が
、
生

産
団
地
で
同
じ
頃
に
就
農
し
た
同
世
代
の

仲
間
た
ち
で
す
。
将
来
を
見
据
え
、
産
地

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に
共
同
で
着
手
。
講
習

会
へ
の
参
加
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
の
相
談

な
ど
を
通
じ
て
知
識
と
技
術
の
習
得
に
燃

え
ま
す
。

　
高
度
環
境
制
御
施
設
の
精
度
ア
ッ
プ
に

向
け
て
研
究
を
重
ね
る
ほ
か
、
高
糖
度
ト

マ
ト
も
導
入
し
付
加
価
値
の
向
上
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

　
農
園
82
㌃
を
母
親
と
妻
・
パ
ー
ト
雇
用

の
ス
タ
ッ
フ
で
切
り
盛
り
す
る
井
上
部
会

長
。
大
玉
・
ミ
ニ
・
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
を
ほ

ぼ
通
年
で
栽
培
し
、
中
で
も
目
玉
は
８
度

以
上
の
甘
み
を
誇
る「
あ
じ
わ
い
フ
ル
ー
ツ

ト
マ
ト
」で
す
。「
消
費
者
が
待
っ
て
い
て
く

れ
る
」と
完
売
す
る
人
気
商
品
に
な
り
ま

し
た
。

　
井
上
部
会
長
は「
定
年
が
な
く
、
気
力
・

体
力
が
あ
れ
ば
続
け
ら
れ
る
。
父
親
に
少

し
で
も
近
づ
き
、
農
園
経
営
を
通
じ
て
地

域
に
貢
献
し
た
い
」と
意
欲
十
分
で
す
。
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す
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店頭まで
最短30分！

身近でお手頃価格で
買えるのは嬉しい

通常、JA選果場に出荷された農

産物は、農家がJAに販売を委託

することによって市場を通じて全

国各地の消費者に届けられます。その過程で、全農や市場などで取扱手数料

が発生していますが、直行便はJAが選果場に出荷された農産物を直接買

い取り、JA直売所で販売するため、その手数料が不要に。また輸送コ

ストの削減にもつながるので、農家所得の増大となります。

広域JAのメリットのひとつが、豊富な

特産の数々。農産物を地域内で広く流

通させ、地産地消を拡大し、生産者と

消費者の結びつきを強めることにもつな

がります。さらに、フードマイレージの削減による環境負荷軽減にもつながり、

JAがSDGs（持続可能な開発目標）に掲げる「持続可能な農業生産の実現」も

発揮できます。

一般的な市場流

通だと、収穫して

から店頭に並ぶま

でに最低でも2～

3日間かかりますが、直行便だとその日のうちには直売

所の店頭に並びます。最短30分で店頭に並ぶことも！

何よりも鮮度が違い、最もおいしい状態で消費者にお届

けできます。食材を作る農家と直結しているJAだからこ

そ実現できる最大の魅力です！

直行便事業はJAの販売強化対策の大きな柱です。そのため直
行便のブランド化を進め、流通網を確立させ定着を図る必要が
あります。広域JAの機能性を組合員のみならず一般消費者に
むけても広く伝えていき、県内の人に特産の数々を知ってもら
い、魅力あるJAを発信していきます。

農家のわしらには、どんなメリットがあるんじゃ？

ＪＡのメリットってどんなこと？

消費者にはどんなメリットがあるの？

農家の声

消費者の声

J
A

2021年度、モモを皮切りに運行を始めた
ＪＡ直行便（以下、直行便）。ＪＡ自車便を走
らせ、管内各産地から鮮度のよい、旬のお
いしい食材をＪＡ直売所で販売しています。
今回はその直行便の魅力に迫ります。

2021年度、モモを皮切りに運行を始めた
ＪＡ直行便（以下、直行便）。ＪＡ自車便を走
らせ、管内各産地から鮮度のよい、旬のお
いしい食材をＪＡ直売所で販売しています。
今回はその直行便の魅力に迫ります。

実施時期は広報誌やホームページの
ほか、RSK「笑味ちゃん天気予報」(月
～金 ごご6時50分～7時）などで
　告知するからチェックしてね！

「直行便」を覚えてね♪

吉備路もも出荷組合

板敷隆史 組合長

勝英奈義肥育部

花房芳視 副部長

生産がない地域でも
直行便で輸送・販売
してもらえるのはＪＡ
の強み！！

船穂町花き部会

北村明成 部会長

株式会社蒜山グリーンフィット

入澤靖昭 代表

山本日吉司 常務
（営農担当）

直売所で販売すること
で地元でのさらなる地
盤固めとファン獲得につ
ながるのでは！

地元だけでなくほか
の直売所で販売でき
ることで、より多く
の方に手にとっても
らうチャンスです！

食卓に極上の和牛肉で彩り
を添え、味わってほしい！

フードマイレージとは？
食料の輸送に伴う、環境負荷への影響を数字で表したもの。食料の重さに輸送
距離をかけたもので、数字が大きいほど環境に負担がかかっているといえる。日
本のフードマイレージは8,413億トンキロメートル（2016年時点）で世界最悪の
数値。輸入食料にたよらず、地産地消・国消国産に取り組むことが重要。

今までは特別な店舗や地区にし
かなかったが、直行便で身近な
存在になった

今まで手に入らなかっ
た時期に豊富にあるの
はありがたい！

ひとつの直売所で県産品を揃える
ことができるので、食卓が華やぐ

直行便でさまざまな地区の食材や
花を身近に感じ、手に取れるのは、
広域 JAとなった大きなメリット！

食材も花も、鮮度がやはり違う！直行便の醍醐味を感じた

JA 選果場 全 農 市 場 各仲卸・問屋など スーパーなどの量販店

だから直行便
なんだ！

市場流通の場合

JA 選果場 JA 直売所

直行便の場合

店頭まで
2〜3日間

販売と輸送にかかる中間流通コスト削減

いたしきたかふみ

はなふさ よしみ

いりざわやすあき

きたむらあきなり

やまもと ひよし

直行 便で
“ 広がる ”
協同 の輪

直行 便で
“ 広がる ”
協同 の輪

特集
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総社市で出陣式

「元気玄米」「農協精米」の
新米を各地の銘柄を集め販売

限られた期間しか味わえない「作州黒枝豆」を販売真庭の「銀沫」・倉敷かさやの「連島ごぼう」「連島
れんこん」を集めた広域合同直行便

枝肉共進会で最優秀賞首席に輝いた
極上和牛を消費者に還元

「船穂スイートピー記念日」に合わせた即売会

午前中で2,000本が完売する盛況ぶりぶどう直行便祈願祭（総社市 備中国総社宮）新見出前直売所びほく出前直売所イオンモール倉敷で地産地消をPR

出前直売
所

とは？

直行便の一環として始まった出前直売所。
旬をギュッと閉じ込め、産地がそのまま
直売所に移動。これも広域JAならではの
魅力のひとつです。

健康意識が高まっている
今だからこそ「地産地消」！
農家・消費者の味方、
JAに任せて！

直行便が届くまで

を見てみよう！

モモ蒜山の
「イエローダイヤモンド®」

作州黒®枝豆 10月

7〜8月イエローダイヤモンドの旬感移動イエローダイヤモンドの旬感移動

ブドウ ９～10月
上旬

新米 10～11月

ブドウ出前直売所
桃太郎トマト
ブドウ・千屋牛®・米

9月「鬼退治桃太郎トマト」
ブドウ「天空の実り®」
フォックスフェイス

10月10月

稲刈り

農産物検
査

直売所など
JA店舗で販売

精米
玄米を袋詰め

ライスセンターへ　　搬入

農家が籾をライスセンターに搬入。籾
摺りや選別、石抜きをしてJA独自ブ
ランド「元気玄米」へ。検査まで倉庫で
大切に保管。

農産物検査員資格を持つ担当者が玄米の等級
を格付け

「農協精米」「元気玄米」はJA施設で袋詰めし、品質を保証

蒜山3白フェア。蒜山の3白と呼ばれる「ひるぜん
大根」・米・乳製品を販売。ほかのJAや行政と連
携し、観光誘致も兼ねた活動を展開

週1回2ルートで運行。
管内各直売所に新鮮な米が届く。

JA
直行便

JA
直行便

JA
直行便

鮮度はどこよりも抜群!!

私たちJA職員が　

責任を持って配送！

直行便

JAのトラックに積み込み

直売所
各店

直売所各店
精米所

直行便を活用して

地元食材を食べて

身近なところから

SDGｓに取り組もう♪
動画で分かりやすく
説明してるよ♪

▲ ▲

精米所発！

おかやま和牛12月 11月ひるぜん大根・蒜山産米
JAひるらく乳製品11月銀沫®・連島ごぼう

連島れんこん

おかやま和牛の旬感移動おかやま和牛の旬感移動船穂
スイートピー

船穂発！

7月

1〜3月

ぎんしぶき

特集

8HAREBARE



お米編 　
米
の
直
行
便
は
、
独
自
ブ
ラ
ン
ド「
元

気
玄
米
」「
農
協
精
米
」の
発
売
に
合
わ

せ
て
運
行
を
開
始
。
生
産
者
か
ら
集
荷

し
た
籾
を
乾
燥
調
製
し
て
色
彩
選
別
機

に
か
け
、
１
等
の
玄
米
を
流
通
さ
せ
て

い
ま
す
。

　
直
行
便
は
、
週
１
回
２
ル
ー
ト
で
運

行
。「
農
協
精
米
」は
各
直
売
所
か
ら
注

文
を
受
け
て
県
北
の
J
A
精
米
所
で
白

米
に
仕
上
げ
、
翌
日
に
は
店
頭
に
並
び

ま
す
。
米
の
風
味
や
香
り
は
鮮
度
が
命
。

籾
や
玄
米
の
状
態
で
保
管
し
て
お
き
、

注
文
に
応
じ
て
精
米
し
袋
詰
め
す
る
こ

と
で
、
い
つ
も
つ
き
た
て
ほ
や
ほ
や
の

お
い
し
さ
を
ご
賞
味
い
た
だ
け
ま
す
。

総社市で出陣式

「元気玄米」「農協精米」の
新米を各地の銘柄を集め販売

限られた期間しか味わえない「作州黒枝豆」を販売真庭の「銀沫」・倉敷かさやの「連島ごぼう」「連島
れんこん」を集めた広域合同直行便

枝肉共進会で最優秀賞首席に輝いた
極上和牛を消費者に還元

「船穂スイートピー記念日」に合わせた即売会

午前中で2,000本が完売する盛況ぶりぶどう直行便祈願祭（総社市 備中国総社宮）新見出前直売所びほく出前直売所イオンモール倉敷で地産地消をPR

出前直売
所

とは？

直行便の一環として始まった出前直売所。
旬をギュッと閉じ込め、産地がそのまま
直売所に移動。これも広域JAならではの
魅力のひとつです。

健康意識が高まっている
今だからこそ「地産地消」！
農家・消費者の味方、
JAに任せて！

直行便が届くまで

を見てみよう！

モモ蒜山の
「イエローダイヤモンド®」

作州黒®枝豆 10月

7〜8月イエローダイヤモンドの旬感移動イエローダイヤモンドの旬感移動

ブドウ ９～10月
上旬

新米 10～11月

ブドウ出前直売所
桃太郎トマト
ブドウ・千屋牛®・米

9月「鬼退治桃太郎トマト」
ブドウ「天空の実り®」
フォックスフェイス

10月10月

稲刈り

農産物検
査

直売所など
JA店舗で販売

精米
玄米を袋詰め

ライスセンターへ　　搬入

農家が籾をライスセンターに搬入。籾
摺りや選別、石抜きをしてJA独自ブ
ランド「元気玄米」へ。検査まで倉庫で
大切に保管。

農産物検査員資格を持つ担当者が玄米の等級
を格付け

「農協精米」「元気玄米」はJA施設で袋詰めし、品質を保証

蒜山3白フェア。蒜山の3白と呼ばれる「ひるぜん
大根」・米・乳製品を販売。ほかのJAや行政と連
携し、観光誘致も兼ねた活動を展開

週1回2ルートで運行。
管内各直売所に新鮮な米が届く。

JA
直行便

JA
直行便

JA
直行便

鮮度はどこよりも抜群!!

私たちJA職員が　

責任を持って配送！

直行便

JAのトラックに積み込み

直売所
各店

直売所各店
精米所

直行便を活用して

地元食材を食べて

身近なところから

SDGｓに取り組もう♪
動画で分かりやすく
説明してるよ♪

▲ ▲

精米所発！

おかやま和牛12月 11月ひるぜん大根・蒜山産米
JAひるらく乳製品11月銀沫®・連島ごぼう

連島れんこん

おかやま和牛の旬感移動おかやま和牛の旬感移動船穂
スイートピー

船穂発！

7月

1〜3月

ぎんしぶき

特集

9 HAREBARE



10HAREBARE



11 HAREBARE



■
お
す
す
め
資
材

■
イ
チ
オ
シ
特
産
！

作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !

❶ 種まき

春まきは10月下旬から掘り始める。葉が枯れ始める12月から
が本格的な収穫期で、３月上旬まで収穫できる。

１回目の間引きが終わったあと、畝の肩を切り崩し、肥料を
施して土を返し、土寄せを行う。

本葉１枚の頃、２本立てにする

黒色ポリフィル
ムマルチを利用
するとよい

3～4粒を播種する

畝幅70㎝

10㎝

土寄せ

②葉柄の元をつかんで、
穴のほうに倒すよう
にして引き抜く

①畝の片側からショベル
で根の先端部まで掘る

追肥

JA晴れの国岡山があなたの農業ライフを全力でサポート!! ❹ 収穫

ゴボウ
香りよく食物繊維に富む

収穫までには播種後120～150日ぐらいかかる。
根径が1cmぐらいになった頃から、｢若ゴボウ｣とし
て食べられる。耕土が深くまであるか、しっかり土
寄せを行えば、早生種は根長70～80cm、晩
生種は1m以上になるので、掘り取りの際は折ら
ないように注意が必要。春まきでは、早掘りする
以外は収穫期間が長く越冬できる。

播種から本葉2枚になるまでは乾燥させないよう
にしっかりかん水をする。本葉2枚期以降から徐々
にかん水量を控えて、5枚期からさらに控えるとよ
い。

種皮に発芽抑制物質があるので、一昼夜水に浸し
てからまくと順調に発芽する。覆土は種がかくれる程
度に軽く行う（好光性種子）。覆土した後、鍬の背
で強めに押さえ、種が雨に流されないようにする。

ご相談・お買い求めは
お近くの生産資材店舗まで…

牛ふん
1.5㎏

❶
化成肥料
14‐14‐14
60ｇ

❶
化成肥料
14‐14‐14
30ｇ

❷
化成肥料

「野菜の肥料」
90g

石灰
30～50ｇ

1㎡あたりの量

畝の長さ1㎡あたりの量

❸ 追肥・土寄せ

❷ 間引き

栽培スケジュール

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

春まき栽培 

秋まき栽培 

●種まき　　　　収穫

教えてくれるのは
この人！！

岡山西広域営農
経済センター

岡　宏和
おか ひろかず

耕土が深く（50～60cm以上）、
肥沃な畑を選びます。連作をす
ると土壌病害が発生するので、
4～5年は同じ場所に作らず輪
作を行うようにします。

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資材の選び方や使い方、
栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！

20～25℃
（適温であれば5～8日で発芽します）

20～25℃

発芽適温 生育適温

チェック
！

ソラからのアドバイス
まっすぐで形のよいゴボウを作り、収穫
のときに楽に作業できるようにするために
は、畑を50～60㎝に深く耕しておこう。
50～60㎝の深耕がとれない場合は、
30㎝の深耕をした後、30㎝の高畝に
してね。降雨後に土がよく落ち着いてか
ら種をまこう。

１回目

１回目

1回目の間引き後と同様に、畝の
肩を切り崩し、肥料を施して土寄せ
を行う。

2回目

本葉3～4枚の頃、１本立てにする2回目

10㎝以上
（もしくは30㎝以上）

＋

基肥

もしくは

畝の長さ1㎡あたりの量

❶
化成肥料
14‐14‐14
30ｇ

サンからのアドバイス
播種後2ヵ月間は、初期生育がとても
遅く雑草に負けやすいので、こまめな
除草作業が必要だよ！

チェック！

❶化成肥料 14-14-14
野菜・果樹・花など幅広く使
えます。
高成分なので少量投入で経
済的です。

連島ごぼう
県内初の地理的表示（GI）保護制度に登
録されたゴボウ。なんといっても、際立つ
のはこの白さ！（関連記事はP.15へ）

❷JA晴れの国岡山
　オリジナル野菜の肥料
窒素・リン酸・カリに加え、微
量要素をバランスよく配合し、
野菜の元肥・追肥に幅広く
使えます。

保存方法 おすすめレシピ！

明治ごんぼう
井原市明治に育つ歴史あるゴボウ。粘
土質の赤土のため太く香り豊かなゴボウ
が仕上がる。

●ホットドッグ用パン ……………… 2本
●ゴボウ …………………………… 1本
●たまご …………………………… 1個
●マヨネーズ ………………………適量
●サンチュの葉（レタスでも可）…… 2枚
●ミニトマト ………………………… 2個
●唐揚げ粉…………………………適量

1.先にゆでたまごを作っておく。
2.ゴボウをパンの長さよりも2㎝長く切り、切れ目を
入れる。ゴボウが長い場合は適当な大きさにスラ
イスする。
3.ゴボウに唐揚げ粉をまぶして、じっくり揚げる。

4.ゆでたまごを細く刻み、マヨネーズで和える。
5.サンチュをパンに敷き、④をはさみ、③のゴボウを
のせる。
6.ミニトマトを真ん中にのせて、爪楊枝で止めたら完成。

乾燥に弱い。土付きのゴボウは新
聞紙で包んで冷暗所に。一度に使
い切れないときは、ささがきにして軽
く茹でて、しっかりと水気を切り保存
用袋などに入れて冷凍保存。

ゴボウドッグ（材料：2人分）

（「連島ごぼう」生産者おすすめレシピ集より）

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す
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耕土が深く（50～60cm以上）、
肥沃な畑を選びます。連作をす
ると土壌病害が発生するので、
4～5年は同じ場所に作らず輪
作を行うようにします。

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資材の選び方や使い方、
栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！

20～25℃
（適温であれば5～8日で発芽します）

20～25℃

発芽適温 生育適温

チェック
！

ソラからのアドバイス
まっすぐで形のよいゴボウを作り、収穫
のときに楽に作業できるようにするために
は、畑を50～60㎝に深く耕しておこう。
50～60㎝の深耕がとれない場合は、
30㎝の深耕をした後、30㎝の高畝に
してね。降雨後に土がよく落ち着いてか
ら種をまこう。

１回目

１回目

1回目の間引き後と同様に、畝の
肩を切り崩し、肥料を施して土寄せ
を行う。

2回目

本葉3～4枚の頃、１本立てにする2回目

10㎝以上
（もしくは30㎝以上）

＋

基肥

もしくは

畝の長さ1㎡あたりの量

❶
化成肥料
14‐14‐14
30ｇ

サンからのアドバイス
播種後2ヵ月間は、初期生育がとても
遅く雑草に負けやすいので、こまめな
除草作業が必要だよ！

チェック！

❶化成肥料 14-14-14
野菜・果樹・花など幅広く使
えます。
高成分なので少量投入で経
済的です。

連島ごぼう
県内初の地理的表示（GI）保護制度に登
録されたゴボウ。なんといっても、際立つ
のはこの白さ！（関連記事はP.15へ）

❷JA晴れの国岡山
　オリジナル野菜の肥料
窒素・リン酸・カリに加え、微
量要素をバランスよく配合し、
野菜の元肥・追肥に幅広く
使えます。

保存方法 おすすめレシピ！

明治ごんぼう
井原市明治に育つ歴史あるゴボウ。粘
土質の赤土のため太く香り豊かなゴボウ
が仕上がる。

●ホットドッグ用パン ……………… 2本
●ゴボウ …………………………… 1本
●たまご …………………………… 1個
●マヨネーズ ………………………適量
●サンチュの葉（レタスでも可）…… 2枚
●ミニトマト ………………………… 2個
●唐揚げ粉…………………………適量

1.先にゆでたまごを作っておく。
2.ゴボウをパンの長さよりも2㎝長く切り、切れ目を
入れる。ゴボウが長い場合は適当な大きさにスラ
イスする。
3.ゴボウに唐揚げ粉をまぶして、じっくり揚げる。

4.ゆでたまごを細く刻み、マヨネーズで和える。
5.サンチュをパンに敷き、④をはさみ、③のゴボウを
のせる。
6.ミニトマトを真ん中にのせて、爪楊枝で止めたら完成。

乾燥に弱い。土付きのゴボウは新
聞紙で包んで冷暗所に。一度に使
い切れないときは、ささがきにして軽
く茹でて、しっかりと水気を切り保存
用袋などに入れて冷凍保存。

ゴボウドッグ（材料：2人分）

（「連島ごぼう」生産者おすすめレシピ集より）

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す
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真
庭
市
の
妹
尾
農
場
に
勤
め
る
田
中
誠
さ
ん
と

鈴
木
寛
治
さ
ん
は
、
勤
続
10
年
で
真
庭
市
と
真
庭

商
工
会
主
催
の
優
良
従
業
員
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

障
が
い
を
乗
り
越
え
、
同
農
場
を
支
え
る
一
員
と
し

て
活
躍
す
る
姿
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
農
場
の
妹
尾
宗
夫
さ
ん
は
、
障
が
い
が
あ
る
人

で
も
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
し
た
い
と
、
10
年
前
に
２

人
を
正
規
雇
用
。
農
繁
期
に
は
野
菜
の
種
ま
き
や
収

穫
・
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
補
助
・
冬
場
に
は
ハ
ウ
ス
の

暖
房
用
の
ま
き
割
り
な
ど
い
く
つ
も
の
仕
事
を
こ
な

し
ま
す
。

　
妹
尾
さ
ん
は「
10
年
辞
め
ず
に
辛
抱
強
く
や
っ
て

く
れ
た
。
２
人
の
存
在
は
片
腕
と
い
う
よ
り
両
腕
。
戦
力
に
な
っ
て
い
る
」と
話
し
ま
す
。

田
中
さ
ん
と
鈴
木
さ
ん
も「
厳
し
く
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た
か
ら
10
年
続
け
て
こ
ら
れ
た
。

休
ま
ず
頑
張
り
た
い
」と
力
を
込
め
ま
す
。

　JA特産「連島ごぼう」の中でも、秋まきしたゴボウが４月下
旬から出荷を迎えます。ほぼ通年出荷を実現し、中国地方
有数の産地として２４戸が約１２haで栽培。全国１１市場へ
出荷しています。
　土付きでの出荷が一般的な中、「連島ごぼう」は洗って出
荷することで差別化と付加価値の向上を狙います。調理の
手間が省ける上、アクが少なく皮ごと食べられると根強い人
気があります。栽培面では、毎年の土壌診断に加え、肥
料成分に配慮した土壌の活性化による品質向上・作型試
験など、生産力強化に余念がありません。
　東部出荷組合副組合長の三宅晴夫さんは「どこの産地に
も負けない自信を持っている。ゴボウを脇役ではなく主役とし
て食べてほしい」と意気込みます。

地
産
地
消
で
農
家
を
元
気
に

「
作
州
黒
®

大
豆
」の
パ
ン
発
売

農
福
連
携
10
周
年

　

辛
抱
強
く
仕
事
何
で
も

4
月
下
旬
に
出
荷

県
内
唯
一
の
温
室
モ
モ
で
授
粉

付加価値
の増大

船
穂
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
華
や
か

ア
レ
ン
ジ
40
点
が
J
R
倉
敷
駅
に

「
連
島
ご
ぼ
う
」を
料
理
の
主
役
に

ア
ク
少
な
く
皮
ご
と
ど
う
ぞ

　JAと倉敷市は1月下旬、船穂町花き部会が
栽培する特産「船穂スイートピー」のシーズン本格
化と、「船穂スイートピー記念日」に合わせ、JR
倉敷駅で共催イベント「くらしきスイートピーロード」
を開きました。駅構内に県内１４の生花店がアレ
ンジした色とりどりの作品約４０点が並び、駅利
用者は「たくさんの花色で気持ちも晴れやかに
なった」と、甘い香りと華やかな雰囲気に足を止
めました。

地産地消で農家を元気に
「作州黒®大豆」のパン発売

みやけ　はるおとうぶしゅっか

　
J
A
は
、株
式
会
社
岡
山
木
村
屋
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

「
作
州
黒
大
豆
」を
贅
沢
に
使
っ
た「
作
州
黒
ク
ロ
ワ
ッ
サ

ン
ダ
マ
ン
ド
」を
２
月
10
日
か
ら
発
売
し
て
い
ま
す
。
価

格
は
１
個
２
９
１
円
。
県
内
岡
山
木
村
屋
直
営
店
・
専

売
店
約
80
店
舗
で
、
５
月
中
旬
ま
で
販
売
し
ま
す
。

煮
豆
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
だ
け
で
な
く
生
地
に
も
折
り
込
み
、

サ
ク
サ
ク
食
感
と
煮
豆
の
上
品
な
甘
さ
、
上
に
か
け
た

黒
豆
き
な
こ
の
香
ば
し
さ
が
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

　
主
に「
作
州
黒
大
豆
」は
、
県
外
の
市
場
や
加
工
業

者
向
け
に
販
売
し
て
き
ま
し
た
が
、
地
元
密
着
型
の
老

舗
パ
ン
メ
ー
カ
ー
と
手
を
取
り
合
う
こ
と
で
、
地
元
で
の

周
知
と
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
の
相
乗
効

果
に
期
待
し
ま
す
。
新
た
な
用
途
は

農
家
所
得
の
増
大
に
つ
な
が
る
と
し
、

将
来
的
な
定
着
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
作
州
黒
大
豆
」を
若
年
層
に
人
気
の

ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
に
加
工
す
る
こ
と
で
、
幅
広
い
年
齢
層
に

周
知
で
き
る
利
点
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
同
時
に
、
同
社
と
共
同
で
プ
レ
ミ
ア
ム
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
告
知
ポ
ス
タ
ー
と
、
賞
品

に「
作
州
黒
大
豆
」の
加
工
品
セ
ッ
ト
を
用
意
。
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
通
じ
て
商
品
の
販
売
を
支
援
す
る
と
同
時
に
、

加
工
品
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
担
当
者
は「
多
面
的
に〝
活
力
あ
る
農
業
〞を
維

持
す
る
支
援
策
と
し
て
、
地
元
企
業
や
行
政
と
包
括

的
に
連
携
す
る
こ
と
は
今
後
も
有
効
」と
先
を
見
据
え

ま
す
。

　勝央町のモモ農家・石川裕之さんは、ひと足早く２月下
旬から授粉作業を始めました。２月中旬に花が咲き始め、採
取した花粉を専用の道具を使い一輪ずつ授粉。「蕾の生育
がばらつき花粉収集に苦労した。４月下旬の収穫に向けて、
高品質なモモに仕上げたい」と精を出しました。
　石川さんは高付加価値を目指し、露地より2ヵ月ほど早く
収穫できる温室栽培に県内で唯一取り組んでいます。

　びほく桃部会はひな祭りに合わせ３月初旬、高梁市内の
保育園などにモモの花と栽培方法を記したパネルを渡し、産
地をＰＲしました。今年で７回目を迎える事業で、今回はモモ
の花を愛でるだけでなく、一歩踏み込んで白桃の栽培につい
ても理解を深めてもらおうと、栽培方法を示したパネルを渡し
ました。
　受け取った園は「四季を感じるだけでなく、食材の成り立ち
について学べるのは園児や保護者にとってとても大切」と喜
びました。JＡ担当者は「地道に地元の子どもたちに白桃の魅
力を伝え続けていきたい」と話しました。

晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

生花店が手がけたスイートピーアレンジに
見入る駅利用者

洗
い
上
げ
た「
連
島
ご
ぼ
う
」を
手
に
す
る
三
宅
副
組
合
長

（左から）春菊の手入れをする鈴木さん、妹尾さん、田中さん

た
な
か

せ
の
お
　
む
ね
お

す
ず
き

か
ん
じ

ま
こ
と

満開を迎えた「はなよめ」
の授粉作業に追われる

石川さんと母の里江さん
いしかわ ひろゆき

さとえ

節句に合わせモモの花を贈る
パネルで栽培も学ぶ

発売した「作州黒クロワッサンダマンド」と、キャンペーン商品の「作州黒大豆」加工品セットをＰＲするＪＡ担当者

届いたモモの花とパネルに喜ぶ園児

　津山女性部フレッシュミズ部会は１月下旬、津山市で地
元産の大豆と米を使って、みそを作りました。
　茹でた大豆・米こうじ・塩を混ぜ、みそすり機でミンチ状
にして丸めたみそ玉を、樽に叩きつけて空気を抜きながら、
約40㎏を仕込みました。10ヵ月熟成させて完成します。
　部員は「手づくりに勝るものはない。安全安心なみそを家
族に食べさせたい」と笑顔で話しました。

大豆も米も地元のみそ
手づくりで安全安心

みそづくりに取り組むフレッシュミズ
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同
時
に
、
同
社
と
共
同
で
プ
レ
ミ
ア
ム
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
告
知
ポ
ス
タ
ー
と
、
賞
品

に「
作
州
黒
大
豆
」の
加
工
品
セ
ッ
ト
を
用
意
。
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
通
じ
て
商
品
の
販
売
を
支
援
す
る
と
同
時
に
、

加
工
品
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
担
当
者
は「
多
面
的
に〝
活
力
あ
る
農
業
〞を
維

持
す
る
支
援
策
と
し
て
、
地
元
企
業
や
行
政
と
包
括

的
に
連
携
す
る
こ
と
は
今
後
も
有
効
」と
先
を
見
据
え

ま
す
。

　勝央町のモモ農家・石川裕之さんは、ひと足早く２月下
旬から授粉作業を始めました。２月中旬に花が咲き始め、採
取した花粉を専用の道具を使い一輪ずつ授粉。「蕾の生育
がばらつき花粉収集に苦労した。４月下旬の収穫に向けて、
高品質なモモに仕上げたい」と精を出しました。
　石川さんは高付加価値を目指し、露地より2ヵ月ほど早く
収穫できる温室栽培に県内で唯一取り組んでいます。

　びほく桃部会はひな祭りに合わせ３月初旬、高梁市内の
保育園などにモモの花と栽培方法を記したパネルを渡し、産
地をＰＲしました。今年で７回目を迎える事業で、今回はモモ
の花を愛でるだけでなく、一歩踏み込んで白桃の栽培につい
ても理解を深めてもらおうと、栽培方法を示したパネルを渡し
ました。
　受け取った園は「四季を感じるだけでなく、食材の成り立ち
について学べるのは園児や保護者にとってとても大切」と喜
びました。JＡ担当者は「地道に地元の子どもたちに白桃の魅
力を伝え続けていきたい」と話しました。

晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

生花店が手がけたスイートピーアレンジに
見入る駅利用者

洗
い
上
げ
た「
連
島
ご
ぼ
う
」を
手
に
す
る
三
宅
副
組
合
長

（左から）春菊の手入れをする鈴木さん、妹尾さん、田中さん

た
な
か

せ
の
お
　
む
ね
お

す
ず
き

か
ん
じ

ま
こ
と

満開を迎えた「はなよめ」
の授粉作業に追われる

石川さんと母の里江さん
いしかわ ひろゆき

さとえ

節句に合わせモモの花を贈る
パネルで栽培も学ぶ

発売した「作州黒クロワッサンダマンド」と、キャンペーン商品の「作州黒大豆」加工品セットをＰＲするＪＡ担当者

届いたモモの花とパネルに喜ぶ園児

　津山女性部フレッシュミズ部会は１月下旬、津山市で地
元産の大豆と米を使って、みそを作りました。
　茹でた大豆・米こうじ・塩を混ぜ、みそすり機でミンチ状
にして丸めたみそ玉を、樽に叩きつけて空気を抜きながら、
約40㎏を仕込みました。10ヵ月熟成させて完成します。
　部員は「手づくりに勝るものはない。安全安心なみそを家
族に食べさせたい」と笑顔で話しました。

大豆も米も地元のみそ
手づくりで安全安心

みそづくりに取り組むフレッシュミズ
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真
庭
女
性
部
は
１
月
下
旬
、
真

庭
市
で
新
聞
紙
エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
の
削
減
に
つ
な
げ
よ
う
と
企

画
。
カ
ラ
フ
ル
な
紙
面
を
表
に
し
た

り
、
テ
ー
プ
を
使
わ
ず
の
り
で
貼
る

な
ど
各
支
部
が
工
夫
し
、
６
０
０

枚
を
直
売
所
な
ど
で
無
料
配
布
し

ま
し
た
。

　
部
員
は「
エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く
り
が
広

が
れ
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
み
も
加

速
す
る
」と
期
待
し
ま
す
。

農業生産
の拡大

エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く
り

も
っ
と
広
げ
よ
う

　JAグループを含む岡山県協同組合連絡協議会は２月中
旬、NPO法人フードバンク岡山へ県ブランドの里海米「きぬ
むすめ」１００袋（１袋５㎏）のほか、「岡山のり」・県産原木シ
イタケ・ジュース・菓子などを贈りました。
　収束の見えないコロナ禍で経済が停滞する中、各協同組
合が連携し、食糧支援など地域貢献活動に取り組んでいま
す。支援物資は県内の児童養護施設や社会福祉施設・
子ども食堂などに配布される予定です。

フードバンクへ県産米など
協同組合が連携し寄贈

地域貢献活動の紹介
もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 される
JＡ

へ

食料をNPO法人（中）に寄贈したJA岡山中央会の青江伯夫会長（左から2番目）ら
あおえはくお

ごはんを楽しく味わって
小学生の絵をラベルに

地域
活性化

新聞紙でエコバッグを作る部員

　
J
A
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け
る
農
家
を
特
別

金
利
や
保
証
料
助
成
の
融
資
で
支
援
し
、
農
機
事
業
と

連
携
し
て
設
備
更
新
や
離
農
防
止
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

経
営
復
興
に
必
要
な
資
金
の
ほ
か
、
運
転
資
金
や
農
地

購
入
・
農
機
具
購
入
・
農
業
施
設
資
金
・
農
機
具
ロ
ー

ン
借
り
換
え
な
ど
幅
広
く
カ
バ
ー
し
ま
す
。

　
米
価
下
落
で
収
入
が
減
少
し
た
稲
作
農
家
向
け
支
援

策
も
実
施
。
本
年
度
は「
米
価
下
落
に
と
も
な
う
設
備

投
資
サ
ポ
ー
ト
事
業
」を
活
用
し
、
昨
年
12
月
末
ま
で
に

２
１
１
件
、
６
億
3
千
万
円
を
取
り
扱
い
、
農
機
具
の

購
入
に
結
び
付
け
ま
し
た
。

　
１
月
中
旬
に
は
新
見
農
機
セ
ン
タ
ー
で
初
荷
式
を
開

き
、
農
家
へ
納
品
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
・

田
植
機
・
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
27
台
を
用
意
。

農
作
業
の
安
全
と
農
業
の
発
展
を
祈
願

し
て
、
営
農
組
合
や
農
家
へ
届
け
ま
し
た
。

　
田
植
機
を
更
新
し
た
農
家
は「
J
A

は
事
業
の
範
囲
が
広
い
。
機
械
だ
け
で

な
く
経
営
全
般
に
役
立
つ
情
報
提
供
や

相
談
が
で
き
る
」と
期
待
し
ま
す
。

　
真
庭
市
で
２
月
中
旬
、「
山

菜
の
王
様
」と
称
さ
れ
る
タ
ラ

の
芽
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

同
市
の
石
原
克
彦
さ
ん
の
ハ
ウ

ス
内
に
は
タ
ラ
の
芽
が
ズ
ラ
リ

と
並
び
、
３
月
末
ま
で
直
売

所「
き
ら
め
き
の
里
」や
地
元

市
場
へ
出
荷
し
ま
す
。
春
を

告
げ
る
味
覚
と
し
て
食
卓
を

彩
る
ほ
か
、
高
級
料
亭
な
ど

で
も
提
供
さ
れ
ま
す
。

　
石
原
さ
ん
は「
旬
の
味
覚
を

味
わ
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

設
備
投
資
支
援
で
離
農
防
ぐ

有
利
な
資
金
提
案農機具の更新を支援し、２７台を農家へ納めた初荷式

　久米ぶどう部会は２月上旬、津山市久米地区
の園地で、ブドウ整枝・せん定と管理講習会を
開きました。部会員らが美作広域農業普及指導
センターから整枝やせん定のほか、薬剤の使用
方法などを学びました。
　部会員は「講習会で学んだポイントを早速実践
したい」と話しました。

　米の消費拡大を目指し、直売所「百菜市場和気店」と「アグ
リびぜん」で地元小学生の絵をラベルにした玄米を販売してい
ます。ラベルはＪＡ共済の地域貢献活動の一環で毎年一新し
ており、令和３年度「ごはん・
お米とわたし図画コンクー
ル」の応募作品を掲載。米
は県産の「きぬむすめ」「朝
日」「ヒノヒカリ」「コシヒカリ」
で、品種ごとに異なった絵を
あしらっています。
　JA担当者は「５㎏の食べ
きりサイズ。２種類を購入す
る人もいて、食べ比べと子ど
もの絵のどちらも楽しめる」と
PRします。
　　

技
術
習
得
の
た
め
熱
心
に
受
講
す
る

部
会
員

おいしそうにおにぎりを食べる姿など、
子どもの元気な絵が目をひく米袋

ケースや財布など
革細工に挑戦

もえぎいろ

ながおか やすよし

ひゃくさいいちば

協力して革細工を作る部員

　新見市南部のカルスト台地で２月上旬、
モモのせん定作業が最盛期を迎え、阿新
桃部会の農家５３戸が今年の出荷を展望し
ながら作業に励んでいます。
　副部会長の長岡保義さんは「果実への
日当たりや樹木全体の生育を考えながら丁
寧に切り落としていくシーズン最初の重要
な作業」と話します。
　7月中旬からの出荷を見据え、出荷量
120t・販売高9,000万円を目指します。

せ
ん
定
作
業
に
励
む
長
岡
さ
ん

春
を
告
げ
る

「
山
菜
の
王
様
」タ
ラ
の
芽

萌黄色に色づいたタラの芽を収穫する石原さん

い
し
は
ら 

か
つ
ひ
こ

　岡山西女性部鴨方支部は１月中旬、鴨方支店で革細工
手芸教室を開きました。18人が初心者でも手づくりできるオリ
ジナルのカードケース・財布・ポーチに挑戦しました。
　部員は「創作意欲がわいた。活動を通じた新たな学びで
教養を深めたい」と笑顔を見せました。

　阿新ぶどう部会は、２０２１年産ブドウの販売額が初め
て１２億円を突破しました。家庭向け需要が高く、販売
高は１２億7,200万円で、１㎏平均単価は過去２番目
に高い1,217円と好調。特に主力の「ピオーネ」の引き
合いが強く、とり残すことなく製品化したことで出荷量は
前年を上回る1,045tに上りました。
　２１年産は生産者３１８人が露地を中心に約９０haで
栽培。「ピオーネ」は粒張り良好で、色付きや糖度も平
年並みの品質を維持しました。
　１月中旬には新見市で記念式典を開き、中山正己部会長は「これからも消費者に喜んでも
らえるよう生産努力を続ける」と、１３億円突破へ決意を述べました。

ブドウ販売初の１２億円超　
「ピオーネ」けん引

農家所得
向上

なかやま まさみ くす玉を割って実績を祝う部会役員ら
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もえぎいろ

ながおか やすよし

ひゃくさいいちば

協力して革細工を作る部員

　新見市南部のカルスト台地で２月上旬、
モモのせん定作業が最盛期を迎え、阿新
桃部会の農家５３戸が今年の出荷を展望し
ながら作業に励んでいます。
　副部会長の長岡保義さんは「果実への
日当たりや樹木全体の生育を考えながら丁
寧に切り落としていくシーズン最初の重要
な作業」と話します。
　7月中旬からの出荷を見据え、出荷量
120t・販売高9,000万円を目指します。
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定
作
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に
励
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長
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ん
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「
山
菜
の
王
様
」タ
ラ
の
芽

萌黄色に色づいたタラの芽を収穫する石原さん

い
し
は
ら 

か
つ
ひ
こ

　岡山西女性部鴨方支部は１月中旬、鴨方支店で革細工
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教養を深めたい」と笑顔を見せました。
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「ピオーネ」けん引
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なかやま まさみ くす玉を割って実績を祝う部会役員ら
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地域 を 元気に！

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）、
ペ
ン
ネ
ー
ム
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

2
0
2
2
年
4
月
11
日（
月
）必
着

締
め
切
り

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで
　感じたこと、学んだこ となどを聞きました。

　「
国
消
国
産
」を
進
め
る
こ
と
は
、
食
料
の

安
全
保
障
と
持
続
可
能
な
農
業
の
促
進
を
目

標
と
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
国
」民
が
必
要
と
し「
消
」費
す
る
食
料
は
で

き
る
だ
け
そ
の「
国
」で
生「
産
」し
て
い
く
国

消
国
産
を
進
め
る
こ
と
は
、
食
料
を
輸
入
に

依
存
し
な
い
こ
と
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
、

輸
送
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
負
荷
を
減
ら
す
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
は
輸
入
食
品
で
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
省
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

昨
年
の
農
林
水
産
業
に
か
か
る
輸
入
額
は
８

兆
８
９
４
２
億
円
で
、
う
ち
農
畜
産
物
・
水
産

物
が
86
％
と
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

７
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
に
大

き
く
関
わ
る
数
値
で
す
。
日
々
の
食
事
か
ら

地
産
地
消
・
国
消
国
産
を
心
が
け
る
こ
と
で
、

世
界
最
悪
と
も
い
わ
れ
る
日
本
の
フ
ー
ド
マ
イ

レ
ー
ジ
を
減
ら
す
一
助
に
な
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
こ
れ
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
ゴ
ー
ル
2「
飢
餓
を
ゼ
ロ

に
」、
ゴ
ー
ル
12「
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任
」、

ゴ
ー
ル
13「
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
」に

通
じ
る
も
の
で
す
。

　
直
行
便
や
直
売
所
を
活
用
し
て
、
新
鮮
な

国
産
農
畜
産
物
を
食
べ
て
日
本
の
農
家
を
応

援
し
、
国
消
国
産
を
進
め
ま
し
ょ
う
。  

「
国
消
国
産
」は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

ど
う
い
う
関
係
が
あ
る
の
？

農業や食って

こんなにおもしろい！！

豊
作
の
　
野
菜
は
重
い
　
雪
の
下

原
　
健
裕
さ
ん

雪
と
け
て
　
農
繁
期
間
　
う
で
が
な
る

丸
山
　
元
治
さ
ん

紅
ほ
っ
ぺ
　
甘
く
す
っ
ぱ
く
　
も
う
一
つ

村
上
　
紀
代
美
さ
ん 

な
べ
の
中
　
赤
い
ニ
ン
ジ
ン
　
花
が
さ
く

ゆ
ー
ち
ゃ
ん

い
い
香
り
　
窓
辺
の
白
は
　
ヒ
ア
シ
ン
ス

杉
山
　
ヤ
ス
コ
さ
ん

大
根
葉
　
捨
て
ず
佃
煮
　
作
る
冬

松
原
　
文
子
さ
ん

ハ
ウ
ス
内
　
新
芽
の
伸
び
に
　
さ
あ
開
始

三
宅
　
美
智
子
さ
ん

給食の材料または加工地
ぜ～んぶ真庭市産
「真庭食材の日」

准組合員参加企画

藤澤　尚子さん藤澤　尚子さん藤澤　尚子さん藤澤　尚子さん
ふじさわ なおこ

秋田　恵さん秋田　恵さん秋田　恵さん秋田　恵さん
あきた めぐみ

金光　珠暉さん金光　珠暉さん金光　珠暉さん金光　珠暉さん
かねみつ たまき

左から左から左から左から

小野田拓真さん小野田拓真さん小野田拓真さん小野田拓真さん
おのだ たくま

植田　真大さん植田　真大さん植田　真大さん植田　真大さん
うえだ まひろ

宮本　晃成さん宮本　晃成さん宮本　晃成さん宮本　晃成さん
みやもと あきなり

児島　加奈さん児島　加奈さん児島　加奈さん児島　加奈さん
こじま かな

井上　綾さん井上　綾さん井上　綾さん井上　綾さん
いのうえ あや

大山　希さん大山　希さん大山　希さん大山　希さん
おおやま のぞみ

ＪＡの仕事を学んだよ！
人と人とのつながりの中で

「働く」大切さや苦労・喜び
を聞き、 将来の進路を考え
る参考になったよ。

米や「千屋牛®」など地元の食材を使い、

女性部のみなさんに教わりながら調理しました。

ふるさとの食べ物や農業が身近に感じられたよ！

今回の共通食材は
真庭ヒメノモチ生産
振興協議会が作る
もち米「ヒメノモチ」。
もちもちで、うま～い！

職業講演会で
働きがい学ぶ

勝央町立勝央中学校

みそづくりに挑戦！
　津山フレッシュミズ

出荷されるＪＡ産米（倉敷市）

地域のために働く人たちの仕事について
聞けてよかった！

厚焼きたま
ご

難し～い！

千屋牛入りの

豪華なお弁当に

気分も上々 ！

地産地消で
おいしい＆嬉しい！
真庭が大好き！

樽詰め前の
みそ玉

約１０カ月寝かせて食べごろに。
子どもたちに安全安心なみそ
を食べさせたいな！

樽に力いっぱい投げ入れて
空気を抜きます。
ストレス発散にも！？

樽に力いっぱい投げ入れて
空気を抜きます。
ストレス発散にも！？

樽に力いっぱい投げ入れて
空気を抜きます。
ストレス発散にも！？

樽に力いっぱい投げ入れて
空気を抜きます。
ストレス発散にも！？

完成！！
彩り豊かに

弁当づくりを体験

新見市立野馳小学校
の　 ち
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。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

2
0
2
2
年
4
月
11
日（
月
）必
着

締
め
切
り

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで
　感じたこと、学んだこ となどを聞きました。

　「
国
消
国
産
」を
進
め
る
こ
と
は
、
食
料
の

安
全
保
障
と
持
続
可
能
な
農
業
の
促
進
を
目

標
と
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
国
」民
が
必
要
と
し「
消
」費
す
る
食
料
は
で

き
る
だ
け
そ
の「
国
」で
生「
産
」し
て
い
く
国

消
国
産
を
進
め
る
こ
と
は
、
食
料
を
輸
入
に

依
存
し
な
い
こ
と
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
、

輸
送
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
負
荷
を
減
ら
す
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
は
輸
入
食
品
で
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
省
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

昨
年
の
農
林
水
産
業
に
か
か
る
輸
入
額
は
８

兆
８
９
４
２
億
円
で
、
う
ち
農
畜
産
物
・
水
産

物
が
86
％
と
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

７
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
に
大

き
く
関
わ
る
数
値
で
す
。
日
々
の
食
事
か
ら

地
産
地
消
・
国
消
国
産
を
心
が
け
る
こ
と
で
、

世
界
最
悪
と
も
い
わ
れ
る
日
本
の
フ
ー
ド
マ
イ

レ
ー
ジ
を
減
ら
す
一
助
に
な
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
こ
れ
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
ゴ
ー
ル
2「
飢
餓
を
ゼ
ロ

に
」、
ゴ
ー
ル
12「
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任
」、

ゴ
ー
ル
13「
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
」に

通
じ
る
も
の
で
す
。

　
直
行
便
や
直
売
所
を
活
用
し
て
、
新
鮮
な

国
産
農
畜
産
物
を
食
べ
て
日
本
の
農
家
を
応

援
し
、
国
消
国
産
を
進
め
ま
し
ょ
う
。  

「
国
消
国
産
」は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

ど
う
い
う
関
係
が
あ
る
の
？

農業や食って

こんなにおもしろい！！

豊
作
の
　
野
菜
は
重
い
　
雪
の
下

原
　
健
裕
さ
ん

雪
と
け
て
　
農
繁
期
間
　
う
で
が
な
る

丸
山
　
元
治
さ
ん

紅
ほ
っ
ぺ
　
甘
く
す
っ
ぱ
く
　
も
う
一
つ

村
上
　
紀
代
美
さ
ん 

な
べ
の
中
　
赤
い
ニ
ン
ジ
ン
　
花
が
さ
く

ゆ
ー
ち
ゃ
ん

い
い
香
り
　
窓
辺
の
白
は
　
ヒ
ア
シ
ン
ス

杉
山
　
ヤ
ス
コ
さ
ん

大
根
葉
　
捨
て
ず
佃
煮
　
作
る
冬

松
原
　
文
子
さ
ん

ハ
ウ
ス
内
　
新
芽
の
伸
び
に
　
さ
あ
開
始

三
宅
　
美
智
子
さ
ん

給食の材料または加工地
ぜ～んぶ真庭市産
「真庭食材の日」

准組合員参加企画

藤澤　尚子さん藤澤　尚子さん藤澤　尚子さん藤澤　尚子さん
ふじさわ なおこ

秋田　恵さん秋田　恵さん秋田　恵さん秋田　恵さん
あきた めぐみ

金光　珠暉さん金光　珠暉さん金光　珠暉さん金光　珠暉さん
かねみつ たまき

左から左から左から左から

小野田拓真さん小野田拓真さん小野田拓真さん小野田拓真さん
おのだ たくま

植田　真大さん植田　真大さん植田　真大さん植田　真大さん
うえだ まひろ

宮本　晃成さん宮本　晃成さん宮本　晃成さん宮本　晃成さん
みやもと あきなり

児島　加奈さん児島　加奈さん児島　加奈さん児島　加奈さん
こじま かな

井上　綾さん井上　綾さん井上　綾さん井上　綾さん
いのうえ あや

大山　希さん大山　希さん大山　希さん大山　希さん
おおやま のぞみ

ＪＡの仕事を学んだよ！
人と人とのつながりの中で

「働く」大切さや苦労・喜び
を聞き、 将来の進路を考え
る参考になったよ。

米や「千屋牛®」など地元の食材を使い、

女性部のみなさんに教わりながら調理しました。

ふるさとの食べ物や農業が身近に感じられたよ！

今回の共通食材は
真庭ヒメノモチ生産
振興協議会が作る
もち米「ヒメノモチ」。
もちもちで、うま～い！

職業講演会で
働きがい学ぶ

勝央町立勝央中学校

みそづくりに挑戦！
　津山フレッシュミズ

出荷されるＪＡ産米（倉敷市）

地域のために働く人たちの仕事について
聞けてよかった！

厚焼きたま
ご

難し～い！

千屋牛入りの

豪華なお弁当に

気分も上々 ！

地産地消で
おいしい＆嬉しい！
真庭が大好き！

樽詰め前の
みそ玉

約１０カ月寝かせて食べごろに。
子どもたちに安全安心なみそ
を食べさせたいな！

樽に力いっぱい投げ入れて
空気を抜きます。
ストレス発散にも！？

樽に力いっぱい投げ入れて
空気を抜きます。
ストレス発散にも！？

樽に力いっぱい投げ入れて
空気を抜きます。
ストレス発散にも！？

樽に力いっぱい投げ入れて
空気を抜きます。
ストレス発散にも！？

完成！！
彩り豊かに

弁当づくりを体験

新見市立野馳小学校
の　 ち

地域 を 元気に！

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
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や
直
売
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エ
ピ
ソ
ー
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、
農
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風
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な
ど

あ
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ち
川
柳天晴
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テ
ー
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作
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楷
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漢
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ふ
り
仮
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を
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ペ
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住
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、
投
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現在、
車の購入を
お考え中の方

他社・他行で
ローンを

組まれている方

現在の
借入金利が
わからない方

YAKU IN   NO   H EYA

Ｊ
Ａ
共
済
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ひ
と
の

わ
ぐ
ま
」。人
の
輪（
絆
）の
大
切

さ
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
で
す
。支
店

な
ど
で
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

このようなことが思い浮かぶ方は、ぜひご相談ください。
・簡単な条件を満たせば、お得な金利で借入できます。
・すでに、他行・他社で借入の方でも、JAに借り換えができます。
・現在の返済計画表や残高証明があれば、試算できます
のでＪＡでのメリットがより分かりやすくご説明できます。

JA
 では!!

※お近くの支店またはローンセンター、渉外担当職員へご相談ください。

防止対策の
動画はこちら ▲ネット設置

　
令
和
３
年
度
２
月
期
理
事
会
を
２
月
28
日
に

開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
岡
山
西
統
括
本
部

管
内
の
粒
江
・
藤
戸
・
児
島
支
店
再
編
に
伴
う

新
支
店
建
設
／
第
２
号
議
案
：
岡
山
西
地
域
振

興
基
金
を
活
用
し
た
農
業
機
械
の
取
得（
藤
戸
営

農
組
合
設
立
に
か
か
る
大
型
機
械
導
入
）／
第
３

号
議
案
：
岡
山
西
統
括
本
部
管
内
の
旧
里
庄
給

油
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
売
却
／
第
４
号
議
案
：
信
用

事
業
方
法
書（
為
替
取
引
）の
一
部
変
更
／
第
５
号

議
案
：
信
用
事
業
方
法
書（
金
融
機
関
等
の
業
務

の
代
理
ま
た
は
媒
介
）の
一
部
変
更
／
第
６
号
議

案
：
業
務
内
容
方
法
書
の
一
部
変
更
／
第
７
号
議

案
：
苦
情
・
紛
争
処
理
規
程
の
一
部
変
更
／
第

８
号
議
案
：
組
織
規
程
の
一
部
変
更
／
第
９
号
議

案
：
米
価
下
落
に
対
す
る
農
家
支
援（
本
頁
内
に

詳
細
）／
第
10
号
議
案
：
出
資
口
数
の
減
口（
組

合
員
の
申
し
出
に
よ
る
減
口
）

【
報
告
事
項
】令
和
３
年
度
１
月
末
事
業
実
績
／

自
主（
自
店
）検
査
結
果
の
報
告（
第
３
四
半
期
）

大
口
貸
出
金
の
軽
微
な
変
更
と
貸
付
実
行
／
そ

の
他（
倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部
・
倉
敷
支
店
建
て

替
え
及
び
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
新
設
の
入
札
結

果
／
津
山
統
括
本
部
・
旧
打
穴
給
油
所
土
地
売

却
結
果
／
労
組
か
ら
の
年
度
末
手
当
の
要
求
）

　
令
和
３
年
産
の
米
価
下
落
に
対
し
て
、
農
家
の

生
産
意
欲
の
向
上
と
経
営
支
援
の
た
め
、
J
Ａ

独
自
に
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
／
主
食
う
る
ち
米
を
当
Ｊ
Ａ
へ
出
荷
し
て

い
た
だ
い
た
農
家
・
営
農
組
織

●
助
成
単
価
／
60
㌔
あ
た
り
３
０
０
円（
30
㌔
単

位
で
助
成
し
、
端
数
は
切
り
捨
て
）

●
支
払
い
時
期
／
令
和
４
年
３
月
中
旬
予
定

●
お
問
い
合
わ
せ
／
各
広
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　
倉
敷
市
の
船

穂
町
ぶ
ど
う
部

会
が「
第
51
回
日

本
農
業
賞
」集
団

組
織
の
部
で
大

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

同
部
門
に
は
95

件
の
応
募
が
あ
り
、

同
部
会
は
高
度

な
技
術
の
蓄
積

や
普
及
・
新
規
就

農
者
の
積
極
的

な
受
入
れ
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　
種
苗
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
４
月
１
日
以
降
、

許
諾
を
得
て
登
録
品
種
の
種
苗
を
正
当
に
入
手

し
、
そ
の
種
苗
か
ら
得
た
収
穫
物
や
植
物
体
の
一

部
を
自
己
の
農
業
経
営
に
お
い
て
、
さ
ら
に
種
苗

と
し
て
利
用
す
る
行
為（
接
ぎ
木
を
行
う
た
め
登

録
品
種
か
ら
採
っ
た
穂
木
や
せ
ん
定
枝
な
ど
を
種

苗
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
含

む
）は
、
育
成
者
許
諾
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
記
コ

ー
ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
給
付
対
象

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

２
０
２
１
年
11
月
〜
２
０
２
２
年
３
月
の
い
ず
れ
か

の
月
の
売
上
が
２
０
１
８
年
11
月
〜
２
０
２
１
年

３
月
の
間
の
任
意
の
同
じ
月
の
売
上
高
と
比
べ
て

30
％
以
上
減
少
し
て
い
る
中
小
法
人
・
個
人
事
業

者
な
ど（
農
業
者
）

●
事
前
確
認
の
受
付

　
Ｊ
Ａ
は
登
録
確
認
機
関
と
し
て
、
農
業
を
営
む

組
合
員
の
方
か
ら
の
事
前
確
認
を
各
広
域
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
で
５
月
26
日
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

●
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税４月

21
日（
木
）

●
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税（
個
人
）

４
月
26
日（
火
）

　
事
前
に
預
貯
金
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
残

高
不
足
な
ど
で
振
替
が
で
き
な
い
場
合
は
、
法
定

納
期
限（
所
得
税
3
月
15
日
、
消
費
税
3
月
31

日
）の
翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で
延
滞
税
が
か
か
り
ま

す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
被
覆
肥
料
の
皮
膜
殻
が
河
川
や

海
洋
に
流
出
し
て
お
り
、
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

流
出
防
止
対
策

・
浅
水
代
か
き
の
励
行

・
自
然
落
水
で
水
位
を
調
整

・
排
水
口
へ
の
ネ
ッ
ト
の
設
置

代
替
え
資
材

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
殻
の
な
い
肥
料
）

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
購
買
店
舗
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ａ
全
国
中
央
会
が
行
う
今
年
度
の
農
協
功

労
表
彰
で
山
本
日
吉
司
常
務（
営
農
担
当
）が
特

別
功
労
表
彰
、
金
光
章
常
務（
総
務
・
管
理
関

係
担
当
）が
功
労
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
福
田
支
店
が
、
特
殊
詐
欺
を
未
然
に
防
止
し
た

と
し
て
水
島
警
察
署
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
、
組
合
員
資
格
を
設
け
て
組
合
員
に

加
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
次
に
該
当
す
る

方
は
、
書
面
で
変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
組
合
員
の
死
亡

●
農
業
を
廃
業
さ
れ
た
方

●
ご
結
婚
な
ど
に
よ
り
名
前
が
変
わ
っ
た
方

●
転
居
に
よ
り
住
所
が
変
わ
っ
た
方

　
そ
の
ほ
か
、届
出
情
報
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
支
店
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

理
事
会
だ
よ
り

４
月
１
日
か
ら 

種
苗
法
が
変
わ
り
ま
す

自
家
増
殖
は
許
諾
が
必
要

「
事
業
復
活
支
援
金
」の
給
付

5
月
26
日
ま
で
に
事
前
確
認
を

詐
欺
防
止
で
警
察
か
ら
感
謝
状

倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部
・
福
田
支
店

組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ

資
格
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か

船
穂
町
ぶ
ど
う
部
会
が
大
賞

第
51
回
日
本
農
業
賞
に
輝
く

米
価
下
落
に
対
す
る
農
家
支
援

米
価
下
落
に
対
し
独
自
支
援

60
㌔
３
０
０
円
を
助
成

振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
へ

口
座
振
替
日
に
つ
い
て

肥
料
の
皮
膜
殻
流
出
防
止
へ

代
か
き
時
に
対
策
を

21
年
度
の
農
協
功
労
表
彰

山
本
常
務
・
金
光
常
務

JA からのお知らせ

う
た
の

あさの みかど

たかはしせいいち
表彰を受けた福田支店の髙橋誠一副支店長（右）

表彰を受ける同部会の浅野三門部会長（左から2番目）ら部会員

対話を通じて
さらなる安心と満足の提供を
　昭和から平成に変わった時、岡山県
には115のＪＡがありましたが、今では2
つのＪＡになっています。
　合併当初から新型コロナウイルス感染
症の中での事業展開を余儀なくされ、早

2年が経過しました。ＪＡ事業全体に多大な影響を受けました
が、組合員をはじめ多くの関係者の協力をいただきながら、
8つの統括本部がそれぞれの強みをいかして合併効果を最
大限に発揮し、一定の効果をあげることができました。
　コロナ禍の収束も見通せず、地域農業を取り巻く環境は
依然として厳しい状況が続くと予想されます。とりわけ共済事
業については、事業の根幹である「一人ひとりに寄り添った
安心と満足の提供」を引き続き行いながら、組合員・利用
者の声に真摯に耳を傾け、組合員・利用者をはじめとする
地域全体に求められることを着実に展開し、自己改革を進
めていきます。

常務理事（共済・推進担当）　近藤　晶彦

や
ま
も
と

ひ
よ
し

か
な
み
つ
あ
き
ら

環境保全型水稲一
発211（硫黄被覆／
早生用、晩生用）

ＵＦ入り化成200
（早生用）

材料は
すべて100均

で

そろいます！
！

新見統括本部
神代支店
おおもり けいた

大森 啓太

　
大
学
卒
業
後
は
保
育
士
と

し
て
８
年
勤
務
し
ま
し
た
が
、

結
婚
を
機
に
新
見
市
へ
移
住

し
ま
し
た
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た

組
織
で
、
地
域
の

役
に
立
ち
た
い
と

Ｊ
Ａ
へ
就
職
し
、
今

は
購
買
担
当
と
し
て

組
合
員
・
利
用
者
の
み

な
さ
ま
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
最
初
は
覚
え
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
と
い
う

間
に
時
間
が
流
れ
、
次
第
と
お
客
さ
ま
と
の

距
離
が
少
し
ず
つ
縮
ま
り
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
仕
事
の「
質
」

を
考
え
、
出
会
い
と
つ
な
が
り
を
大
切
に
何

事
に
も
落
ち
着
い
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
東
京
で
は
１
月
下
旬
、
と
っ
と
り
・
お
か
や

ま
新
橋
館
で
県
産
ブ
ラ
ン
ド
イ
チ
ゴ「
晴
苺
」の

「
メ
デ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー・
試
食
会
」を
開
き
ま
し
た
。

「
晴
苺
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
及
び
消
費
拡
大
を
目

的
と
し
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
首
都
圏

の
主
要
メ
デ
ィ
ア
へ
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
果
実
と
し
て
の「
晴
苺
」の
お
い
し
さ
や
特
徴

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
セ
ミ

ナ
ー
に
合
わ
せ
て
都
内
ス
イ
ー
ツ
店
３
店
舗
で

「
晴
苺
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
」も
同
時
に
開
き
、
加

工
需
要
に
対
す
る
新
た
な
販
路
拡
大
に
む
け

た
相
乗
効
果
も
狙
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
果
実
販
売
状
況
で
す
が
、
東
京
都

中
央
卸
売
市
場
大
田
市
場
の
果
実
全
体
の
入

荷
量
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
特
に
大
き

な
割
合
を
占
め
る
柑
橘
類
や
リ
ン
ゴ
が
前
年

比
で
数
量
減
・
単
価
高
と
い
う
状
況
で
あ
り
、

果
実
全
体
の
相
場
を
押
し
上
げ
て
い
る
状
況

で
す（
２
月
22
日
現
在
）。

こんどう あきひこ

晴
苺
を
使
っ
た
パ
フ
ェ
や
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
な
ど
の
ス
イ
ー
ツ

「
晴
苺
」ブ
ラ
ン
ド
強
化

都
内
で
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
も

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。

フレッシ
ュ通信

推
進

部が

お
届

け
目からウロ

コ！

くらしのお得情報
A

役員の部屋 自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は持続可能な
開発目標（SDGs）を支援しています。

JA全農おかやま
東京事務所　所長 別所　和彦

べっしょ かずひこ

この時期は、就職や進学など新生活に向け車を取得される
方が多くいらっしゃいます。しかし、金利や返済方法などよ
くわからず借入をしてしまい、多くの利息を支払っている方
は少なくありません。
それを解決できるかもしれないのがJAのマイカーローンです。

JAのマイカーローン今だからこそ無駄な出費を抑えたい！！

そのような方に

20HAREBARE



現在、
車の購入を
お考え中の方

他社・他行で
ローンを

組まれている方

現在の
借入金利が
わからない方

YAKU IN   NO   H EYA

Ｊ
Ａ
共
済
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ひ
と
の

わ
ぐ
ま
」。人
の
輪（
絆
）の
大
切

さ
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
で
す
。支
店

な
ど
で
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

このようなことが思い浮かぶ方は、ぜひご相談ください。
・簡単な条件を満たせば、お得な金利で借入できます。
・すでに、他行・他社で借入の方でも、JAに借り換えができます。
・現在の返済計画表や残高証明があれば、試算できます
のでＪＡでのメリットがより分かりやすくご説明できます。

JA
 では!!

※お近くの支店またはローンセンター、渉外担当職員へご相談ください。

防止対策の
動画はこちら ▲ネット設置

　
令
和
３
年
度
２
月
期
理
事
会
を
２
月
28
日
に

開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
岡
山
西
統
括
本
部

管
内
の
粒
江
・
藤
戸
・
児
島
支
店
再
編
に
伴
う

新
支
店
建
設
／
第
２
号
議
案
：
岡
山
西
地
域
振

興
基
金
を
活
用
し
た
農
業
機
械
の
取
得（
藤
戸
営

農
組
合
設
立
に
か
か
る
大
型
機
械
導
入
）／
第
３

号
議
案
：
岡
山
西
統
括
本
部
管
内
の
旧
里
庄
給

油
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
売
却
／
第
４
号
議
案
：
信
用

事
業
方
法
書（
為
替
取
引
）の
一
部
変
更
／
第
５
号

議
案
：
信
用
事
業
方
法
書（
金
融
機
関
等
の
業
務

の
代
理
ま
た
は
媒
介
）の
一
部
変
更
／
第
６
号
議

案
：
業
務
内
容
方
法
書
の
一
部
変
更
／
第
７
号
議

案
：
苦
情
・
紛
争
処
理
規
程
の
一
部
変
更
／
第

８
号
議
案
：
組
織
規
程
の
一
部
変
更
／
第
９
号
議

案
：
米
価
下
落
に
対
す
る
農
家
支
援（
本
頁
内
に

詳
細
）／
第
10
号
議
案
：
出
資
口
数
の
減
口（
組

合
員
の
申
し
出
に
よ
る
減
口
）

【
報
告
事
項
】令
和
３
年
度
１
月
末
事
業
実
績
／

自
主（
自
店
）検
査
結
果
の
報
告（
第
３
四
半
期
）

大
口
貸
出
金
の
軽
微
な
変
更
と
貸
付
実
行
／
そ

の
他（
倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部
・
倉
敷
支
店
建
て

替
え
及
び
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
新
設
の
入
札
結

果
／
津
山
統
括
本
部
・
旧
打
穴
給
油
所
土
地
売

却
結
果
／
労
組
か
ら
の
年
度
末
手
当
の
要
求
）

　
令
和
３
年
産
の
米
価
下
落
に
対
し
て
、
農
家
の

生
産
意
欲
の
向
上
と
経
営
支
援
の
た
め
、
J
Ａ

独
自
に
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
／
主
食
う
る
ち
米
を
当
Ｊ
Ａ
へ
出
荷
し
て

い
た
だ
い
た
農
家
・
営
農
組
織

●
助
成
単
価
／
60
㌔
あ
た
り
３
０
０
円（
30
㌔
単

位
で
助
成
し
、
端
数
は
切
り
捨
て
）

●
支
払
い
時
期
／
令
和
４
年
３
月
中
旬
予
定

●
お
問
い
合
わ
せ
／
各
広
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　
倉
敷
市
の
船

穂
町
ぶ
ど
う
部

会
が「
第
51
回
日

本
農
業
賞
」集
団

組
織
の
部
で
大

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

同
部
門
に
は
95

件
の
応
募
が
あ
り
、

同
部
会
は
高
度

な
技
術
の
蓄
積

や
普
及
・
新
規
就

農
者
の
積
極
的

な
受
入
れ
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　
種
苗
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
４
月
１
日
以
降
、

許
諾
を
得
て
登
録
品
種
の
種
苗
を
正
当
に
入
手

し
、
そ
の
種
苗
か
ら
得
た
収
穫
物
や
植
物
体
の
一

部
を
自
己
の
農
業
経
営
に
お
い
て
、
さ
ら
に
種
苗

と
し
て
利
用
す
る
行
為（
接
ぎ
木
を
行
う
た
め
登

録
品
種
か
ら
採
っ
た
穂
木
や
せ
ん
定
枝
な
ど
を
種

苗
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
含

む
）は
、
育
成
者
許
諾
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
記
コ

ー
ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
給
付
対
象

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

２
０
２
１
年
11
月
〜
２
０
２
２
年
３
月
の
い
ず
れ
か

の
月
の
売
上
が
２
０
１
８
年
11
月
〜
２
０
２
１
年

３
月
の
間
の
任
意
の
同
じ
月
の
売
上
高
と
比
べ
て

30
％
以
上
減
少
し
て
い
る
中
小
法
人
・
個
人
事
業

者
な
ど（
農
業
者
）

●
事
前
確
認
の
受
付

　
Ｊ
Ａ
は
登
録
確
認
機
関
と
し
て
、
農
業
を
営
む

組
合
員
の
方
か
ら
の
事
前
確
認
を
各
広
域
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
で
５
月
26
日
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

●
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税４月

21
日（
木
）

●
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税（
個
人
）

４
月
26
日（
火
）

　
事
前
に
預
貯
金
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
残

高
不
足
な
ど
で
振
替
が
で
き
な
い
場
合
は
、
法
定

納
期
限（
所
得
税
3
月
15
日
、
消
費
税
3
月
31

日
）の
翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で
延
滞
税
が
か
か
り
ま

す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
被
覆
肥
料
の
皮
膜
殻
が
河
川
や

海
洋
に
流
出
し
て
お
り
、
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

流
出
防
止
対
策

・
浅
水
代
か
き
の
励
行

・
自
然
落
水
で
水
位
を
調
整

・
排
水
口
へ
の
ネ
ッ
ト
の
設
置

代
替
え
資
材

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
殻
の
な
い
肥
料
）

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
購
買
店
舗
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ａ
全
国
中
央
会
が
行
う
今
年
度
の
農
協
功

労
表
彰
で
山
本
日
吉
司
常
務（
営
農
担
当
）が
特

別
功
労
表
彰
、
金
光
章
常
務（
総
務
・
管
理
関

係
担
当
）が
功
労
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
福
田
支
店
が
、
特
殊
詐
欺
を
未
然
に
防
止
し
た

と
し
て
水
島
警
察
署
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
、
組
合
員
資
格
を
設
け
て
組
合
員
に

加
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
次
に
該
当
す
る

方
は
、
書
面
で
変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
組
合
員
の
死
亡

●
農
業
を
廃
業
さ
れ
た
方

●
ご
結
婚
な
ど
に
よ
り
名
前
が
変
わ
っ
た
方

●
転
居
に
よ
り
住
所
が
変
わ
っ
た
方

　
そ
の
ほ
か
、届
出
情
報
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
支
店
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

理
事
会
だ
よ
り

４
月
１
日
か
ら 

種
苗
法
が
変
わ
り
ま
す

自
家
増
殖
は
許
諾
が
必
要

「
事
業
復
活
支
援
金
」の
給
付

5
月
26
日
ま
で
に
事
前
確
認
を

詐
欺
防
止
で
警
察
か
ら
感
謝
状

倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部
・
福
田
支
店

組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ

資
格
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か

船
穂
町
ぶ
ど
う
部
会
が
大
賞

第
51
回
日
本
農
業
賞
に
輝
く

米
価
下
落
に
対
す
る
農
家
支
援

米
価
下
落
に
対
し
独
自
支
援

60
㌔
３
０
０
円
を
助
成

振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
へ

口
座
振
替
日
に
つ
い
て

肥
料
の
皮
膜
殻
流
出
防
止
へ

代
か
き
時
に
対
策
を

21
年
度
の
農
協
功
労
表
彰

山
本
常
務
・
金
光
常
務

JA からのお知らせ

う
た
の

あさの みかど

たかはしせいいち
表彰を受けた福田支店の髙橋誠一副支店長（右）

表彰を受ける同部会の浅野三門部会長（左から2番目）ら部会員

対話を通じて
さらなる安心と満足の提供を
　昭和から平成に変わった時、岡山県
には115のＪＡがありましたが、今では2
つのＪＡになっています。
　合併当初から新型コロナウイルス感染
症の中での事業展開を余儀なくされ、早

2年が経過しました。ＪＡ事業全体に多大な影響を受けました
が、組合員をはじめ多くの関係者の協力をいただきながら、
8つの統括本部がそれぞれの強みをいかして合併効果を最
大限に発揮し、一定の効果をあげることができました。
　コロナ禍の収束も見通せず、地域農業を取り巻く環境は
依然として厳しい状況が続くと予想されます。とりわけ共済事
業については、事業の根幹である「一人ひとりに寄り添った
安心と満足の提供」を引き続き行いながら、組合員・利用
者の声に真摯に耳を傾け、組合員・利用者をはじめとする
地域全体に求められることを着実に展開し、自己改革を進
めていきます。

常務理事（共済・推進担当）　近藤　晶彦

や
ま
も
と

ひ
よ
し

か
な
み
つ
あ
き
ら

環境保全型水稲一
発211（硫黄被覆／
早生用、晩生用）

ＵＦ入り化成200
（早生用）

材料は
すべて100均

で

そろいます！
！

新見統括本部
神代支店
おおもり けいた

大森 啓太

　
大
学
卒
業
後
は
保
育
士
と

し
て
８
年
勤
務
し
ま
し
た
が
、

結
婚
を
機
に
新
見
市
へ
移
住

し
ま
し
た
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た

組
織
で
、
地
域
の

役
に
立
ち
た
い
と

Ｊ
Ａ
へ
就
職
し
、
今

は
購
買
担
当
と
し
て

組
合
員
・
利
用
者
の
み

な
さ
ま
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
最
初
は
覚
え
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
と
い
う

間
に
時
間
が
流
れ
、
次
第
と
お
客
さ
ま
と
の

距
離
が
少
し
ず
つ
縮
ま
り
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
仕
事
の「
質
」

を
考
え
、
出
会
い
と
つ
な
が
り
を
大
切
に
何

事
に
も
落
ち
着
い
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
東
京
で
は
１
月
下
旬
、
と
っ
と
り
・
お
か
や

ま
新
橋
館
で
県
産
ブ
ラ
ン
ド
イ
チ
ゴ「
晴
苺
」の

「
メ
デ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー・
試
食
会
」を
開
き
ま
し
た
。

「
晴
苺
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
及
び
消
費
拡
大
を
目

的
と
し
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
首
都
圏

の
主
要
メ
デ
ィ
ア
へ
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
果
実
と
し
て
の「
晴
苺
」の
お
い
し
さ
や
特
徴

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
セ
ミ

ナ
ー
に
合
わ
せ
て
都
内
ス
イ
ー
ツ
店
３
店
舗
で

「
晴
苺
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
」も
同
時
に
開
き
、
加

工
需
要
に
対
す
る
新
た
な
販
路
拡
大
に
む
け

た
相
乗
効
果
も
狙
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
果
実
販
売
状
況
で
す
が
、
東
京
都

中
央
卸
売
市
場
大
田
市
場
の
果
実
全
体
の
入

荷
量
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
特
に
大
き

な
割
合
を
占
め
る
柑
橘
類
や
リ
ン
ゴ
が
前
年

比
で
数
量
減
・
単
価
高
と
い
う
状
況
で
あ
り
、

果
実
全
体
の
相
場
を
押
し
上
げ
て
い
る
状
況

で
す（
２
月
22
日
現
在
）。

こんどう あきひこ

晴
苺
を
使
っ
た
パ
フ
ェ
や
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
な
ど
の
ス
イ
ー
ツ

「
晴
苺
」ブ
ラ
ン
ド
強
化

都
内
で
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
も

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。

フレッシ
ュ通信

推
進

部が

お
届

け
目からウロ

コ！

くらしのお得情報
A

役員の部屋 自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は持続可能な
開発目標（SDGs）を支援しています。

JA全農おかやま
東京事務所　所長 別所　和彦

べっしょ かずひこ

この時期は、就職や進学など新生活に向け車を取得される
方が多くいらっしゃいます。しかし、金利や返済方法などよ
くわからず借入をしてしまい、多くの利息を支払っている方
は少なくありません。
それを解決できるかもしれないのがJAのマイカーローンです。

JAのマイカーローン今だからこそ無駄な出費を抑えたい！！

そのような方に

21 HAREBARE



PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で厳しい状況が続いていますが、本誌は誌面を通じて厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色のすばらしさを
お伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの思いで編集
しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
結
婚
を
機
に
、
玉
島
か
ら
笠
岡
に
移

り
住
ん
で
30
年
余
り
。
笠
岡
は
魚
や
野

菜
・
果
物
が
新
鮮
で
、
特
に
果
物
は
、

モ
モ
・
ブ
ド
ウ
・
イ
チ
ゴ
・
イ
チ
ジ
ク

な
ど
が
あ
り
、
ど
れ
も
と
っ
て
も
お
い

し
い
で
す
！
先
月
号
で
は
笠
岡
湾
干

拓
地
が
特
集
さ
れ
て
お
り
、
我
が
こ
と

の
よ
う
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
暖
か

く
な
っ
た
ら
ぜ
ひ
、
菜
の
花
畑
や
き
れ

い
な
海
を
見
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
コ
ロ
ナ
が
１
日
も
早
く
落
ち
つ
き

ま
す
よ
う
に
…

笠
岡
市
・
と
び
さ
ん（
50
代
）

▼
元
々
お
菓
子
づ
く
り
は
好
き
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍

で
家
に
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
い
ろ
い

ろ
作
っ
て
い
ま
す
。
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
や

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
・
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の

チ
ョ
コ
な
ど
。
先
月
号
の
イ
チ
ゴ
ミ
ル

ク
プ
リ
ン
も
作
っ
て
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー

に
加
え
た
い
で
す
。

新
見
市
・
さ
ゆ
り
ん
さ
ん（
40
代
）

▼
イ
チ
ゴ
が
大
好
き
で
す
。
先
月
号
の

表
紙
を
見
る
だ
け
で
甘
酸
っ
ぱ
い
香
り
が

届
く
よ
う
で
し
た
。
寒
い
、
寒
い
と
体

が
固
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
絵
手
紙
の
ス
イ

セ
ン
を
見
て
、
ウ
キ
ウ
キ
し
て
き
ま
し
た
。

美
咲
町
・
頼
本 

惠
美
子
さ
ん（
80
代
）

▼
先
月
号
は
お
い
し
そ
う
な
イ
チ
ゴ
が

印
象
的
で
し
た
。
ミ
ル
ク
プ
リ
ン
作
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

笠
岡
市
・
桑
田 

祐
月
さ
ん（
10
代
）

▼
先
月
号
の
子
ど
も
た
ち
の
す
ば
ら
し

い
習
字
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
見

て
い
て
気
持
ち
よ
く
な
り
ま
し
た
。

鏡
野
町
・
小
林 

節
子
さ
ん（
60
代
）

▼「
推
し
名
物
ま
つ
り
」は
、
直
売
所
の
名

物
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
今
度
行
っ

た
と
き
に
買
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
名

物
を
使
っ
た
料
理
ぜ
ひ
作
り
た
い
で
す
。

倉
敷
市
・
西
澤 

夏
生
さ
ん（
30
代
）

▼
家
庭
菜
園
コ
ー
ナ
ー
は
毎
回
フ
ァ
イ
ル

し
て
い
ま
す
。
義
父
が
遺
し
た
畑
を
少

し
ず
つ
で
す
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

総
社
市
・
奥
本 

千
恵
美
さ
ん（
50
代
）

▼
昨
年
、
青
パ
パ
イ
ヤ
づ
く
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
初
め
て
で
し
た
が
、
な
に

よ
り
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
も
あ
わ
ず
、

と
て
も
作
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
今
年

は
10
本
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

矢
掛
町
・
三
宅 

孝
至
さ
ん（
70
代
）

▼
倉
敷
市
で
タ
ケ
ノ
コ
が
出
始
め
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い

ま
す
。
タ
ケ
ノ
コ
大
好
き
！
早
く
食
べ

た
い
で
す
。

津
山
市
・
有
木 

道
子
さ
ん（
70
代
）

▼
先
月
号
の「
ソ
ラ
サ
ン
ぽ
」、
い
い
写

真
で
す
。
笠
岡
干
拓
に
入
植
し
て
30
年

以
上
。
苦
労
の
連
続
で
し
た
。
し
か
し
、

広
々
と
し
た
畑
で
1
日
の
終
わ
り
に
見

る
夕
日
は
美
し
く
、
明
日
も
頑
張
ろ
う

と
い
う
気
に
な
り
ま
す
。

倉
敷
市
・
干
拓
の
マ
ス
カ
ッ
ト
ち
ゃ
ん（
60
代
）

▼
昨
日
庭
に
メ
ジ
ロ
が
15
羽
ほ
ど
き
て

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
羽
根
の
色
も
か
わ

い
く
、
ず
っ
と
飛
び
立
つ
ま
で
見
て
い

ま
し
た
。

美
作
市
・
渡
辺 

鈴
子
さ
ん（
70
代
）

▼
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
作
り
方
は
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
畑
の
あ
る
家
に
引
っ

越
し
た
の
で
、
野
菜
づ
く
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
な

か
で
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
比
較
的
育
て
や

す
い
と
聞
い
て
お
り
、
子
ど
も
と
収
穫

も
楽
し
め
そ
う
で
す
。

鏡
野
町
・
け
ぴ
ち
ゃ
ん（
30
代
）

▼「
農
業
に
エ
ー
ル
」コ
ー
ナ
ー
を
見
る

と
、子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
お
米
を
食

べ
て
大
き
く
な
っ
て
も
ら
い
た
い
！！
と
思

い
ま
す
。「
お
ば
ち
ゃ
ん
頑
張
っ
て
米
を

作
る
か
ら
ね
！
」と
言
い
た
い
で
す
。

津
山
市
・
岡
田 

紀
子
さ
ん（
50
代
）

▼
子
ど
も
が
食
農
体
験
や
料
理
な
ど
を

通
じ
て
、地
域
の
人
と
触
れ
合
う
の
と
て

も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

真
庭
市
・
清
水 

洸
輝
さ
ん（
20
代
）

▼
い
つ
ま
で
も
雪
が
降
っ
て
寒
い
で
す
。

今
の
う
ち
に
好
き
な
手
芸
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
春
に
な
っ
た
ら
ト
マ
ト
づ
く

り
頑
張
り
ま
す
。

真
庭
市
・
西
田 

冬
子
さ
ん（
60
代
）

▼
去
年
12
月
頃
に
植
え
た
春
キ
ャ
ベ
ツ
の

収
穫
が
楽
し
み
で
す
。
今
年
は
雪
が
多

く
て
大
き
く
な
る
か
な
と
思
い
、
J
A

で
不
織
布
を
買
っ
て
ト
ン
ネ
ル
を
作
り

ま
し
た
！
す
く
す
く
育
っ
て
い
ま
す
！

津
山
市
・
鈴
下 

佳
未
さ
ん（
20
代
）

▼
家
庭
菜
園
コ
ー
ナ
ー
を
い
つ
も
熱
心

に
読
み
、
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
父
の
畑
を
受
け
継
ぎ
、
い
ろ

い
ろ
と
栽
培
し
て
収
穫
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
今
年
は
何
を
植
え
よ
う
か
計

画
し
て
い
ま
す
。

井
原
市
・
塩
飽 

千
恵
さ
ん（
50
代
）

▼
数
年
前
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
た
も

の
の
、
収
穫
間
際
に
堆
肥
を
や
り
す
ぎ

て
全
部
枯
ら
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
記
事
を
参
考
に
、
今
年
こ
そ

は
成
功
さ
せ
た
い
で
す
。

真
庭
市
・
杉
村 

洋
美
さ
ん（
40
代
）

▼
我
が
家
に
も
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
が

あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
出
荷
さ
れ
る
農

家
の
方
の
も
の
は
生
き
生
き
と
し
て
い

ま
す
ね
。
も
っ
と
手
入
れ
を
し
て
や
ら

な
く
て
は
…
と
思
い
ま
し
た
。

矢
掛
町
・
昼
田 

公
子
さ
ん（
60
代
）

▼
最
近
は
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
で
す
が
、

広
報
誌
を
見
て
気
持
ち
が
ハ
ッ
ピ
ー
に

な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
次

第
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
出
か
け
た

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
♪

備
前
市
・
近
藤 

裕
美
さ
ん（
20
代
）

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

新1年生を迎える行事です
『ローマの休日』や『プリティ・ウーマ
ン』は̶映画の名作です
名古屋市の南側に位置する̶半島
『銀河鉄道の夜』や『注文の多い料
理店』の作者
大がL、中がMなら、小は
黒い石と白い石で戦います
日本庭園に敷かれていることも
4月29日は̶の日。国民の祝日です
稲や麦の茎を干したもの
表の反対側
画家がキャンバスに走らせます

1
2

3
4

6
8
10
13
15
17
19

ナットやボルトを締めます
そこが彼の彼たる̶だ
自動車の、地面に触れる部分
調味料控えめで作りました
花見のときに広げることも
̶を求めて猫カフェに行った
カイコの餌になる植物
結婚が決まり、̶ の顔合わせを
行った
お酒を飲んでいない状態
元素記号はU。原子力発電所の燃
料にも使われます
ここ20年ほどで携帯する人が増えました

2
5
7
9
11
12
14
16

18
20

21

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　　総務企画課
　　「晴ればれ」係

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場合がございま
すがご了承ください。

※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの掲載や当選
賞品発送、JA事業運営以外では使用いたしません。

※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触れる可能性
のないものに限ります。

※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、ご自身のペ
ンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

※Eメールでのご応募の場合もハガキ同様、必
要事項を記載の上、件名に「晴ればれプレ
ゼント応募」と入力し、送信してください。

※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた
時点で掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２2年4月11日（月）必着

あとがき

Eメール：
　hareoka_kouhou@hr.oy-ja.or.jp
FAX：086－476－1840

本誌に関して

ハガキ･ＦＡＸ･Ｅメールのいずれかに、必要事項を
ご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

正解者の中から抽選で
20人の方に
「フルーツトマト」
プレゼント！！

クロスワードパズル
先月号の答え

「ネンドマツ」
応募総数
1,105件

岡山木村屋の直営店・専売店で販売中‼

み
な
さ
ま
か
ら
の「
写
真
」「
イ
ラ
ス
ト
」「
お
便
り
」

「
川
柳
」の
ご
応
募
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！

Eメール・FAX
での応募もOK!!

　
直
行
便
の
特
集
い
か
が
で
し
た
か
？
真
庭
担
当
な
の
で
直
行

便
の「
イ
エ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
®

」の
販
売
と
、
蒜
山
３
白
フ
ェ
ア

に
は
全
て
同
行
し
ま
し
た
。回
を
追
う
ご
と
に
来
場
者
も
増
え
、

「
イ
エ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」の
最
終
日
は
台
風
の
日
に
も
関
わ
ら

ず
、
２
千
本
が
１
時
間
半
で
完
売
！
反
響
の
大
き
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。
真
庭
に
あ
る
直
売
所「
き
ら
め
き
の
里
」で
も
モ
モ
や「
連
島
レ
ン
コ

ン
」「
備
中
牛
®

」、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー

な
ど
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
鮮
度
の
よ
さ
と
お
買
い
得
価

格
に
、
消
費
者
と
し
て
も
う
れ
し
い
限
り
♪

「
直
行
便
」お
す
す
め
で
す
よ
！（
江
森
）

メールで応募される方は
こちらが便利！！

美作市　たんぽぽさん 美作市　しのちゃん

「
連
島
れ
ん
こ
ん
」

　
　
お
い
し
い
で
す
よ
！

詳しくは、岡山木村屋やＪＡ各店の
店頭ポスターをご覧ください。

作州黒クロワッサンダマンドを食べて
「作州黒大豆」の加工品セットを当てよう！！

※写真はイメージです

数十年に一度  サトイモに花

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見

!!
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PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で厳しい状況が続いていますが、本誌は誌面を通じて厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色のすばらしさを
お伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの思いで編集
しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
結
婚
を
機
に
、
玉
島
か
ら
笠
岡
に
移

り
住
ん
で
30
年
余
り
。
笠
岡
は
魚
や
野

菜
・
果
物
が
新
鮮
で
、
特
に
果
物
は
、

モ
モ
・
ブ
ド
ウ
・
イ
チ
ゴ
・
イ
チ
ジ
ク

な
ど
が
あ
り
、
ど
れ
も
と
っ
て
も
お
い

し
い
で
す
！
先
月
号
で
は
笠
岡
湾
干

拓
地
が
特
集
さ
れ
て
お
り
、
我
が
こ
と

の
よ
う
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
暖
か

く
な
っ
た
ら
ぜ
ひ
、
菜
の
花
畑
や
き
れ

い
な
海
を
見
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
コ
ロ
ナ
が
１
日
も
早
く
落
ち
つ
き

ま
す
よ
う
に
…

笠
岡
市
・
と
び
さ
ん（
50
代
）

▼
元
々
お
菓
子
づ
く
り
は
好
き
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍

で
家
に
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
い
ろ
い

ろ
作
っ
て
い
ま
す
。
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
や

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
・
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の

チ
ョ
コ
な
ど
。
先
月
号
の
イ
チ
ゴ
ミ
ル

ク
プ
リ
ン
も
作
っ
て
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー

に
加
え
た
い
で
す
。

新
見
市
・
さ
ゆ
り
ん
さ
ん（
40
代
）

▼
イ
チ
ゴ
が
大
好
き
で
す
。
先
月
号
の

表
紙
を
見
る
だ
け
で
甘
酸
っ
ぱ
い
香
り
が

届
く
よ
う
で
し
た
。
寒
い
、
寒
い
と
体

が
固
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
絵
手
紙
の
ス
イ

セ
ン
を
見
て
、
ウ
キ
ウ
キ
し
て
き
ま
し
た
。

美
咲
町
・
頼
本 

惠
美
子
さ
ん（
80
代
）

▼
先
月
号
は
お
い
し
そ
う
な
イ
チ
ゴ
が

印
象
的
で
し
た
。
ミ
ル
ク
プ
リ
ン
作
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

笠
岡
市
・
桑
田 

祐
月
さ
ん（
10
代
）

▼
先
月
号
の
子
ど
も
た
ち
の
す
ば
ら
し

い
習
字
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
見

て
い
て
気
持
ち
よ
く
な
り
ま
し
た
。

鏡
野
町
・
小
林 

節
子
さ
ん（
60
代
）

▼「
推
し
名
物
ま
つ
り
」は
、
直
売
所
の
名

物
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
今
度
行
っ

た
と
き
に
買
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
名

物
を
使
っ
た
料
理
ぜ
ひ
作
り
た
い
で
す
。

倉
敷
市
・
西
澤 

夏
生
さ
ん（
30
代
）

▼
家
庭
菜
園
コ
ー
ナ
ー
は
毎
回
フ
ァ
イ
ル

し
て
い
ま
す
。
義
父
が
遺
し
た
畑
を
少

し
ず
つ
で
す
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

総
社
市
・
奥
本 

千
恵
美
さ
ん（
50
代
）

▼
昨
年
、
青
パ
パ
イ
ヤ
づ
く
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
初
め
て
で
し
た
が
、
な
に

よ
り
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
も
あ
わ
ず
、

と
て
も
作
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
今
年

は
10
本
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

矢
掛
町
・
三
宅 

孝
至
さ
ん（
70
代
）

▼
倉
敷
市
で
タ
ケ
ノ
コ
が
出
始
め
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い

ま
す
。
タ
ケ
ノ
コ
大
好
き
！
早
く
食
べ

た
い
で
す
。

津
山
市
・
有
木 

道
子
さ
ん（
70
代
）

▼
先
月
号
の「
ソ
ラ
サ
ン
ぽ
」、
い
い
写

真
で
す
。
笠
岡
干
拓
に
入
植
し
て
30
年

以
上
。
苦
労
の
連
続
で
し
た
。
し
か
し
、

広
々
と
し
た
畑
で
1
日
の
終
わ
り
に
見

る
夕
日
は
美
し
く
、
明
日
も
頑
張
ろ
う

と
い
う
気
に
な
り
ま
す
。

倉
敷
市
・
干
拓
の
マ
ス
カ
ッ
ト
ち
ゃ
ん（
60
代
）

▼
昨
日
庭
に
メ
ジ
ロ
が
15
羽
ほ
ど
き
て

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
羽
根
の
色
も
か
わ

い
く
、
ず
っ
と
飛
び
立
つ
ま
で
見
て
い

ま
し
た
。

美
作
市
・
渡
辺 

鈴
子
さ
ん（
70
代
）

▼
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
作
り
方
は
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
畑
の
あ
る
家
に
引
っ

越
し
た
の
で
、
野
菜
づ
く
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
な

か
で
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
比
較
的
育
て
や

す
い
と
聞
い
て
お
り
、
子
ど
も
と
収
穫

も
楽
し
め
そ
う
で
す
。

鏡
野
町
・
け
ぴ
ち
ゃ
ん（
30
代
）

▼「
農
業
に
エ
ー
ル
」コ
ー
ナ
ー
を
見
る

と
、子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
お
米
を
食

べ
て
大
き
く
な
っ
て
も
ら
い
た
い
！！
と
思

い
ま
す
。「
お
ば
ち
ゃ
ん
頑
張
っ
て
米
を

作
る
か
ら
ね
！
」と
言
い
た
い
で
す
。

津
山
市
・
岡
田 

紀
子
さ
ん（
50
代
）

▼
子
ど
も
が
食
農
体
験
や
料
理
な
ど
を

通
じ
て
、地
域
の
人
と
触
れ
合
う
の
と
て

も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

真
庭
市
・
清
水 

洸
輝
さ
ん（
20
代
）

▼
い
つ
ま
で
も
雪
が
降
っ
て
寒
い
で
す
。

今
の
う
ち
に
好
き
な
手
芸
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
春
に
な
っ
た
ら
ト
マ
ト
づ
く

り
頑
張
り
ま
す
。

真
庭
市
・
西
田 

冬
子
さ
ん（
60
代
）

▼
去
年
12
月
頃
に
植
え
た
春
キ
ャ
ベ
ツ
の

収
穫
が
楽
し
み
で
す
。
今
年
は
雪
が
多

く
て
大
き
く
な
る
か
な
と
思
い
、
J
A

で
不
織
布
を
買
っ
て
ト
ン
ネ
ル
を
作
り

ま
し
た
！
す
く
す
く
育
っ
て
い
ま
す
！

津
山
市
・
鈴
下 

佳
未
さ
ん（
20
代
）

▼
家
庭
菜
園
コ
ー
ナ
ー
を
い
つ
も
熱
心

に
読
み
、
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
父
の
畑
を
受
け
継
ぎ
、
い
ろ

い
ろ
と
栽
培
し
て
収
穫
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
今
年
は
何
を
植
え
よ
う
か
計

画
し
て
い
ま
す
。

井
原
市
・
塩
飽 

千
恵
さ
ん（
50
代
）

▼
数
年
前
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
た
も

の
の
、
収
穫
間
際
に
堆
肥
を
や
り
す
ぎ

て
全
部
枯
ら
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
記
事
を
参
考
に
、
今
年
こ
そ

は
成
功
さ
せ
た
い
で
す
。

真
庭
市
・
杉
村 

洋
美
さ
ん（
40
代
）

▼
我
が
家
に
も
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
が

あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
出
荷
さ
れ
る
農

家
の
方
の
も
の
は
生
き
生
き
と
し
て
い

ま
す
ね
。
も
っ
と
手
入
れ
を
し
て
や
ら

な
く
て
は
…
と
思
い
ま
し
た
。

矢
掛
町
・
昼
田 

公
子
さ
ん（
60
代
）

▼
最
近
は
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
で
す
が
、

広
報
誌
を
見
て
気
持
ち
が
ハ
ッ
ピ
ー
に

な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
次

第
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
出
か
け
た

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
♪

備
前
市
・
近
藤 

裕
美
さ
ん（
20
代
）

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

新1年生を迎える行事です
『ローマの休日』や『プリティ・ウーマ
ン』は̶映画の名作です
名古屋市の南側に位置する̶半島
『銀河鉄道の夜』や『注文の多い料
理店』の作者
大がL、中がMなら、小は
黒い石と白い石で戦います
日本庭園に敷かれていることも
4月29日は̶の日。国民の祝日です
稲や麦の茎を干したもの
表の反対側
画家がキャンバスに走らせます

1
2

3
4

6
8
10
13
15
17
19

ナットやボルトを締めます
そこが彼の彼たる̶だ
自動車の、地面に触れる部分
調味料控えめで作りました
花見のときに広げることも
̶を求めて猫カフェに行った
カイコの餌になる植物
結婚が決まり、̶ の顔合わせを
行った
お酒を飲んでいない状態
元素記号はU。原子力発電所の燃
料にも使われます
ここ20年ほどで携帯する人が増えました

2
5
7
9
11
12
14
16

18
20

21

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　　総務企画課
　　「晴ればれ」係

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場合がございま
すがご了承ください。

※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの掲載や当選
賞品発送、JA事業運営以外では使用いたしません。

※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触れる可能性
のないものに限ります。

※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、ご自身のペ
ンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

※Eメールでのご応募の場合もハガキ同様、必
要事項を記載の上、件名に「晴ればれプレ
ゼント応募」と入力し、送信してください。

※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた
時点で掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２2年4月11日（月）必着

あとがき

Eメール：
　hareoka_kouhou@hr.oy-ja.or.jp
FAX：086－476－1840

本誌に関して

ハガキ･ＦＡＸ･Ｅメールのいずれかに、必要事項を
ご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

正解者の中から抽選で
20人の方に
「フルーツトマト」
プレゼント！！

クロスワードパズル
先月号の答え

「ネンドマツ」
応募総数
1,105件

岡山木村屋の直営店・専売店で販売中‼

み
な
さ
ま
か
ら
の「
写
真
」「
イ
ラ
ス
ト
」「
お
便
り
」

「
川
柳
」の
ご
応
募
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！

Eメール・FAX
での応募もOK!!

　
直
行
便
の
特
集
い
か
が
で
し
た
か
？
真
庭
担
当
な
の
で
直
行

便
の「
イ
エ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
®

」の
販
売
と
、
蒜
山
３
白
フ
ェ
ア

に
は
全
て
同
行
し
ま
し
た
。回
を
追
う
ご
と
に
来
場
者
も
増
え
、

「
イ
エ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」の
最
終
日
は
台
風
の
日
に
も
関
わ
ら

ず
、
２
千
本
が
１
時
間
半
で
完
売
！
反
響
の
大
き
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。
真
庭
に
あ
る
直
売
所「
き
ら
め
き
の
里
」で
も
モ
モ
や「
連
島
レ
ン
コ

ン
」「
備
中
牛
®

」、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー

な
ど
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
鮮
度
の
よ
さ
と
お
買
い
得
価

格
に
、
消
費
者
と
し
て
も
う
れ
し
い
限
り
♪

「
直
行
便
」お
す
す
め
で
す
よ
！（
江
森
）

メールで応募される方は
こちらが便利！！

美作市　たんぽぽさん 美作市　しのちゃん

「
連
島
れ
ん
こ
ん
」

　
　
お
い
し
い
で
す
よ
！

詳しくは、岡山木村屋やＪＡ各店の
店頭ポスターをご覧ください。

作州黒クロワッサンダマンドを食べて
「作州黒大豆」の加工品セットを当てよう！！

※写真はイメージです

数十年に一度  サトイモに花

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見

!!
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「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌

h a r e  b a r e

親の偉業に感謝
甘いトマトつくる

h a r e  b a r e

発　行　晴れの国岡山農業協同組合　〒713-8113 倉敷市玉島八島1510番地1
編　集　総務企画課　TEL.086-476-8092　https://www.ja-hareoka.or.jp/
発行日　2022年3月20日発行（毎月20日発行）

Vol.24　2022年　4月号 
ホームページ
随時更新中！！

特 

集

　こ
れ
ぞ
直
販
力
！！

魅
力
い
っ
ぱ
い 

晴
れ
ば
れ
直
行
便

2022

vo l .24
4

ミネストローネ
[ 材 料／ 4人分 ]

[つくりかた ]
1. トマトに十字の切れ目を入れて湯むきし、ざく切りにする。　
※皮が気にならなければ、湯むきしなくてもよい。

2. タマネギ・ニンジンを1.5㎝角に切る。シメジは石づきを落
とし、ほぐす。
3. 鍋でオリーブオイルを熱し、②とベーコンを入れて炒め、具材
がしんなりしてきたらバターを入れる。　　　　　　　　　
※バターがコクとまろやかさを生み出すポイント。

4. ③に①を加えてさらに炒め、水を入れて強火で煮込む。
5. コンソメ・ケチャップ、さらにバターをお好みで入れて、野菜
が柔らかくなるまで煮込む。

6. 最後に塩コショウで味をととのえて、粉末バジルをかけ完成。

■トマト…………………2個
■タマネギ……………1個
■ニンジン…………1/3本
■シメジ………………適量
■ベーコン（ウインナーなど）
　………………お好みで

■コンソメ………………2個
■ケチャップ…………大さじ1
■バター………………適量
■塩コショウ……………適量
■オリーブオイル………適量
■水……………………80㎖
■粉末バジル………お好みで

トマトピザ
[ 材 料／ 3枚分 ]

[つくりかた ]
1. ボウルに粉類と塩を入れて混ぜ、中央をくぼませてオリーブ
オイル・牛乳を加えよく混ぜる。まとまったら2分ほどこね、ラッ
プに包んで冷蔵庫で30分ねかせる。

2. ①の生地を3等分し、強力粉（分量外）を振った台の上で薄
くのばす。　※薄くのばすと、サクッとした歯ごたえになる。
3. フライパンを中火で熱し、油をひかずに生地を置き、焼き色
が付いたら返す。トマトソースを塗り、スライスしたフルーツト
マト・モッツァレラチーズを散らす。蓋をして火を弱め、モッツァ
レラチーズが溶けたら、塩コショウとオリーブオイルを回しか
けて完成。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※フッ素樹脂加工のフライパンを使ってください。それ以外のフライパン
　を使う場合は、油をひいてください。

■薄力粉……………100ｇ
■強力粉……………50ｇ
■塩……………小さじ2/3
■オリーブオイル…大さじ2
■牛乳………………75㎖

トッピング（ハムやチーズなど
お好みで）
□フルーツトマト………適量
□モッツァレラチーズ……適量
□トマトソース（またはピザソース）
　………………………適量
□仕上げ用オリーブオイル…小さじ1
□塩コショウ……………適量

晴
れ
び
と
！
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